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安全のために 


ソニー製品は安全に充分配慮して設計され てい ま 
す。しかし、電気製品は、まちがった使いかたをす 
ると、火災や感電などにより死亡や大けがなど人身 
事故につながることがあり、危険です。 

事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。 


安全のための注意事項を守る 

注意事項をよくお読みください。 


定期点検をする 

5年に1度は、内部の点検を、お買い上げ店またはテ 
クニカルインフォメーションセンターに ご 相談く だ 
さい（有料）。 


故障したら使用を中止する 


すぐに、お買い上げ店または ソニーのサー ビス 窓口 
にご連絡ください。 


万一、異常が起きたら 


-煙が出たら 

• 異常な音、においがしたら 
• 内部に水、異物が入ったら 
• 製品を落としたりキャビネットを破損したときは 


❶電源を切る。 

❷電源コードや接続コードを抜く。 

❸お買い上げ店またはテクニカルインフォメーシヨ 
ンセンターに連絡する。 


JP 2 安全のために 


警告表示の意味 

この説明書および製品で 
は、次のような表示をして 
います。表示の内容をよく 
理解してから本文をお読み 
ください。 


IA 警告 I 

この表示の注意事項を守ら 
ないと、火災や感電などに 
より死亡や大けがなど人身 
事故につながることがあり 
ます。 


^ 注意 I 

この表示の注意事項を守 
らないと、感電やその他 
の事故によりけがをした 
り周辺の物品に損害を与 
えることがあります。 


注意を促す記号 

A /k A 

注意 火災 感電 

A 赢 A 

高温 破裂 手を挟まれ 
ないよう注意 


行為を禁止する記号 

® 0 ® 

接触禁止 禁止 分解禁止 

馨 ® 

水ぬれ禁止ぬれ手禁止 


行為を指示する記号 

❶ C ❹ 

指示フラグを コンアース 線を 
セントから抜く接続せよ 























この 装置は、情報処理装置等電波障害 
自主規制協議会 （ VCCI ) の基準に基 
づく クラス A 情報技術装置です 。この 
装置を家庭環境で使用すると電波妨害 
を引き起こすことがあります。 この 場 
合には使用者が適切な対策を講ずるよ 
う要求されることがあります。 


本機は「高調波電流規格 JIS C 61000- 
3-2 適合品」です。 


△警告 

設置の際には、容易に アクセス できる 
固定配線内に専用遮断装置を設けるか、 
使用中に、容易に抜き差しできる、機 
器に近い コンセント に電源プラグを接 
続してください。 

万一、異常が起きた際には、専用遮断 
装置を切るか、電源プラグを抜いてく 
ださい。 


连意 I 

日本国内で使用する電源コードセット 
は、電気用品安全法で定める基準を満 
足した承認品が要求されます。 

ソニー推奨の電源コー ド セツ トをご 使 
用下さい。 

安全のために 

フイ ルターを必ず取り付けて使用して 
ください。 


注意 

指定以外の電池に交換すると、破裂す 
る危険があります。使用済の電池は、 
説明書に従って処理してください。 


ご注意 


アースの接続は、必ず電源プラグを電 
源コンセントへ接続する前に行ってく 
ださい。 

アースの接続を外す場合は、必ず電源 
プラグを電源コンセントから抜いてか 
ら行ってください。 


安全のために 
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お客様へ 


△警告 

CD - ROM に収録された設置説明書は、 
特約店様用に書かれたものです。 
お客様が設置説明書に記載された設置 
工事を行うと、事故などにより死亡や 
大けがにつながることがあります。お 
客様自身では、絶対に設置工事をしな 
いでください。 

設置については必ずお買い上げ店また 
はテクニカルインフオメーシヨンセン 
ターにご相談ください。 


I A 下記の注意事項を守 

らないと、火災や 
A A 感電により、死亡 
mm や大 I ナが i につなが 
ることがあります。 


電源コードを傷つけない 

^ 電源コードを傷つけると、火災 

や感電の原因となることがあ 
禁止 ります。 

•設置時に、製品と壁やラック 
(棚）などの間に、はさみ込 
んだりしない。 

•電源コードを加工したり、傷 
つけたりしない。 

•重いものをのせたり、引っ 
張ったりしない。 

•熱器具に近づけたり、加熱し 
たりしない。 

•電源コードを抜くときは、必 
ずプラグを持って抜く。 

万一、電源コードが傷んだら、 

お買い上げ店またはテクニカ 

ルインフオメーシヨンセン 

ターに交換をご相談ください。 


指定された電源コード、接続ケープ 
ルを使う 

A 取扱説明書に記されている電 

/!\源コード、接続ケーブルを使 
注意 わないと、感電や故障の原因 
となることがあります。 


内部を開けない 


分解禁止 


内部には電圧の高い部分があ 
り、キャビネットや裏ぶたを 
開けたり改造したりすると、 
火災や感電の原因となること 
があります。内部の調整や設 
定、点検、修理はお買い上げ店 
またはテクニカルイ ンフォ 
メーシヨ ンセンタ ーにご 相談 
ください。 


レンズをのぞかない 

0 投影中にプロジェクターのレ 
ンズをのぞくと光が目に入 
禁止り、悪影響を与えることがあ 
ります。 


内部に水や異物を入れない 

水や異物が入ると火災や感電 
(\)の原因となることがありま 
禁止す。 

万一、水や異物が入ったとき 
は、すぐに電源を切り、電源 
コードや接続ケーブルを抜い 
て、お買い上げ店またはテク 
ニカルインフォメーシヨンセ 
ンターにご相談ください。 


4 


△警告 














排気口、吸気口をふさがない 安全アースを接続する 


^排気口、吸気口をふさぐと内 
(\)部に熱がこもり、火災や故障 
禁止 の原因となることがありま 

す。また、手を近づけるとやけ 
どをする場合があります。風 
通しをよくするために次の項 
目をお守りください。 

• 壁から 50 cm 以上離して設置 
する。 

• 密閉された狭い場所に押し 
込めない。 

• 布などで包まない。 

• たてて使用しない。 

お手入れの際は、電源を切って電源 
プラグを抜く 

^ 電源を接続したままお手入れ 

^をすると、感電の原因となる 

3ラグをコン ことがあります0 
セントから抜く 


プロジェクターの上に水が入ったも 
のを置かない 


0 

禁止 


内部に水が入ると火災や感電 
の原因となります。 


長時間の外出、旅行のときは、電源 
プラグを抜く 

^ 安全のため、必ず電源プラグ 

をコンセントから抜ぃてくだ 

フラグをコンさい。 

セントから抜く 


@ 

アース 線を 
接続せよ 


アース接続は必ず電源プラグ 
を電源につなぐ前に行ってく 
ださい〇また、アース接続をは 
ずす場合は必ず電源プラグを 
電源から切り離してから行っ 
てください。 


床置き、または天井つり金具を使つ 
た天井つり以外の設置をしない 


0 

禁止 


それ以外の設置をすると火災 
や大けがの原因となることが 
あります。 


天井への取り付け、移動は絶対に自 
分でやらない 


^天井への取り付けは必ずお買 
い上げ店またはテクニカルイ 
禁止 ンフオメ ーシ ヨンセンターに 

ご相談ください（有料)。天井 
の強度不足、取り付け方法が 
不充分のときは落下する危険 
があります。 

必ず ソニー製のプロジェク 
ター サス ペンシヨン サポート 
をご使用ください。特約店の 
方は取り付けを安全に行うた 
めに、必ず本書、 CD - ROM 内 
の特約店様用設置説明書およ 
びプロジェクター サス ペン 
シヨンサポートの取付説明書 
の注意事項をお読みくださ 


電源プラグおよび コネクターは 突き 
あたるまで差し込む 


❶ 

ネ日不 


まっすぐに突きあたるまで差 
し込まないと、火災や感電の 
原因となります。 


熱感知器や煙感知器のそばに設置し 
ない 


0 

禁止 


熱感知器や煙感知器のそばに 
設置すると、排気の熱などに 
より、感知器が誤動作するな 
ど、思わぬ事故の原因となる 
ことがあります。 


△警告 
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アースキヤップは幼児の手の届かな 
いところへ保管する 


A 

注意 


お子様が誤って飲むと、窒息 
死する恐れがあります。 

万一誤って飲み込まれた場合 
は、ただちに医者に相談して 
ください。 

特に小さなお子様にはご注意 
ください。 


注刻下記の注意を守らな 
^ — いと、けがをした 
り周辺の物品に損 
害を与えることがあ 
ります。 


不安定な場所に設置しない 


0 

禁止 


ぐらつい た台の上や傾いたと 
ころに設置すると、倒れたり 
落ちたりしてけがの原因とな 
ることがあります。また、設 
置•取り付け場所の強度を充 
分にお確かめく ださい。 


ぬれた手で電源プラグにさわらない 


® ぬれた手で電源プラグの抜き 
差しをすると、感電の原因と 
ぬれ手禁止 なることがあります。 


水のある場所に置かない 

水が入ったり、濡れたり、風呂 
^場などで使うと、火災や感電 
水ぬれ禁止の原因となります。雨天や降 
雪中の窓際でのご使用や、海 
岸、水辺でのご使用は特にご 
注意ください。 


湿気やほこり、油煙、湯気の多い場 
所や虫の入りやすい場所、直射日光 
が当たる場所、熱器具の近くに置か 
ない。 


ぐ 火災や感電の原因となること 
がぁります。 

禁止 


スプレー缶などの発火物や燃えやす 
いものを排気口やレンズの前に置か 
ない。 


ぐ 火災の原因となることがあり 
¢9ます。 

禁止 


投影中にレンズのすぐ前で光を遮ら 
ない 


^遮光した物に熱による変形な 
〇\)どの影響を与えることがあり 
禁止ます。 


落雷のおそれがあるときは、電源プ 
ラグに触れない 


⑧ 

接触禁止 


感電の原因となります。 


アジヤスター調整時に指を挟まない 

/V アジヤスターの調整は慎重に 

/€\行ってください0そうしない 
jfw #* と、アジヤスターに指を挟み、 
つ 'けがの原因となることがあり 


ます。 


排気口周辺には触れない 


A 排気口周辺はランプの熱で温 
度が高くなっています。手な 
高温 どを触れると火傷の原因とな 
ります。 
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△注意 
















定期的にエアーフィルターをクリー 電源コード/接続ケーブルに足を 

ニングする 引っかけない 


A ラン プ交換時に、必ず エアー 
フイルターのクリーニングを 
注意 してください。 

クリーニングを 怠ると フイル 
ターに ごみがたまり、内部に 
熱がこもって火災の原因とな 
ることがあります。 


定期的に内部の掃除を依頼する 


A 長い間掃除をしないと内部に 
ほこりがたまり、火災や感電 
注意の原因となることがありま 

す。1年に1度は、内部の掃除 
をお買い上げ店またはテクニ 
カルインフォメーシヨンセン 
ターにご依頼ください（有 
料 )0 

特に、湿気の多くなる梅雨の 
前に掃除をすると、より効果 
的です。 


運搬するときは必ず左右側面を両手 
でを持つ 


0 

禁止 


•運搬するときは、必ず左右側 
面を両手で持ってください。 
他の部分を持つとプロジェ 
クターが壊れたり、落として 
けがをすることがあります。 

•床置きのプロジェクターを 
移動させるとき、本体と設置 
面との間に指を挟まないよ 
うにご注意ください。 


A 電源コードや接続ケーブルに 
足を引っかけると、プロジェ 
注意クターが倒れたり落ちたりし 
てけがの原因となることがあ 
ります。 


レンズシフト調整時に指を挟まない 


為 

手を挟まれ 
ないよう注意 


レンズシフトに指を挟まない 
ように注意してください。け 
がの原因となることがありま 
す。 


規定の電圧で使用する 


〇 規定外の電圧で使用すると火 
災や感電の原因となることが 
指示 あります。 


長期保管時は不安定な場所に立てて 
おかない 


A 倒れたり落ちたりしてけがの 
原因になることがあります。 

注意 


フィルターカパーが外れている状態 
で使用しない 


A ファンが回転すると手を挟ま 
れることがあります。 

注意 


△注意 
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電池についての安全 
上のご注意 

ここでは、本機での使用が可能なソ 
ニー製乾電池についての注意事項を記 
載しています。 


万一、異常が起きたら 


• 電池の液が目に入ったら 


すぐにきれいな水で洗い、ただちに医師 
の治療を受ける。 


-煙が出たら 


お買い上げ店またはテクニカルイン 
フオメーシヨンセンターに連絡する。 


I A '、立 I 下記の注意事項を守 
必王居' 1 らないと、破裂•液 

▲ 漏れにより、 けが 

破裂 をしたり周辺の物 

品に損害を与えた 
りすることがありま 
す 。 

• 投げつけない。 

• 使用推奨期限内 （ 乾電池に記載）の乾 
電池を使用する。 

• ㊉ と ㊀ の向きを正しく入れる。 

• 電池を入れたまま長期間放置しない。 
•新しい電池と使用した電池は混ぜて 
使わない。 

• 種類の違う電池を混ぜて使わない。 

• 水や海水につけたり濡らしたりしな 


• 電池の液が皮膚や衣服に付いたら 


すぐにきれいな水で洗い流す。 


• バッテリー収納部内で液が漏れたら 


よくふき取ってから、新しい電池を入れ 
る0 


A 警告1 

使用済みの乾電池は、取扱説明書ま 
たは地域の ルールに 従って処分して 
ください。 


ランプについての安 
全上のご注意 


@警告] 


下記の注意事項を守 
らないと、破裂•発 
A 熱•液漏れにより、 

#死亡や大けがなど 


の人身事故になるこ 
とがあります。 


• 乾電池は充電しない。 

•火の中に入れない。ショートさせた 
り、分解、加熱しない。 

• 指定された種類の電池を使用する。 


プロジェクターの光源には、内部圧力の 
高い水銀ランプを使用しています。高圧 
水銀ランプには、つぎのような特性があ 
ります。 

•衝撃やキズ、使用時間の経過による劣 


化などにより大きな音をともなって 
破裂したり、不点灯状態となって寿命 
が尽きたりすることがある。 

• 個体差や使用条件によって、寿命に大 
きなバラツキがある。指定の時間内で 


8 


電池についての安全上の c 注意/ランプについての安全上のご注意 






















あっても破裂、または不点灯状態にな 
ることがある。 

• 交換時期を越えると、破裂の可能性が 
高くなる。 

「ランプを交換してください」という 
メッセージが表示されたときには、ラ 
ンプが正常に点灯している場合でも 
速やかに新しいランプと交換してく 
ださい。 


I A ^1下記の注意を守らな 
_旬 いと、火災や感電 
A A により死亡や大け 

火災 mm が^こつながることが 


あります。 


ランプ交換はランプが充分に冷えて 
から行う 

A 電源を切った直後はランプが 
高温になっており、さわるとや 
高温 けどの原因となることがあり 
ます。ランプ交換の際は、 電源 

を切ってから1時間以上た っ 

て、充分にランプが冷えてから 
行ってください。 


△注意 


下記の注意を守らな 
いと、けがをした 
り周辺の 物品に損 
害を与えることがあ 
ります。 


ランプが破裂したときはすぐに交換 


を依頼する 

* ランプが破裂した際には、プロ 
/!\ ジエクター内部やランプハウ 
注意 ス内にガラス片が飛散してい 
る可能性があります。 テクニカ 


ルインフォメーションセン 
ターにランプの交換と内部の 

点検を 依頼してください。ま 
た、排気口よりガスや粉じんが 
出たりすることがあります。ガ 
スには水銀が含まれています 
ので、万が一吸い込んだり、目 
に入ったりした場合は、速やか 
に医師にご相談ください。 


本機または使用済みランプを廃棄 
する場合 

本機のランプの中には水銀が含ま 
れています。 

廃棄の際は、一般の廃棄物とは一 
緒にせず、地方自治体の条例また 
は規則に従ってください。 


ランプについての安全上のご注意 
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設置 • 使用時のご注 
意 

設置に適さない場所 

次のような場所には設置しないでくだ 
さい0本機の 故障や破損の原因と なりま 
す。 

風通しが悪い場所 



• 吸気口および排気口は、内部の温度上 
昇を防ぐためのものです。風通しの悪 
い場所を避け、通風口をふさがないよ 
うに設置してください。 

•吸気口や排気口がふさがって、内部の 
温度が上昇すると、温度センサーが働 
き、「セット内部温度が高いです。1 
分後に LAMP オフします。」という警 
告メッセージが表示され、1分後に自 
動的に電源が切れます。 

• 本機の周囲から 50 cm 以内には物を置 
かないようにしてください。 

• 吸気口には小さな紙などが吸い込ま 
れやすいのでご注意ください。 


温度や湿度が高い場所 



温度や湿度が非常に高い場所や温度が 
著しく低い場所での使用は避けてくだ 
さい。 


空調の冷暖気が直接当たる場所 



結露や異常温度上昇により、故障の原 
因となることがあります。 


熱感知器や煙感知器のそば 



感知器が誤動作する原因となることが 
あります。 
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ほこりが多い場所、たばこなどの煙 
が入る場所 



ほこりの多い場所、たばこなどの煙が入る場所 
での使用は避けてください。この様な場所で使 
用すると エアフイ ルターがつまりやすくなった 
り、故障や破損の原因となります。また、 エア 
フイ ルターの汚れは内部の温度が上昇する原因 
になるので定期的に掃除してください。 


高地で使用する場合 


海抜 1500 m 以上でのご使用に際して 
は、設置設定メニューの高地モードの 
設定を「入」にしてください。「切」の 
ままご使用になりますと、部品の信頼 
性などに影響を与える恐れがあります。 


使用に適さない状態 

次のような状態では使用しないでくだ 
さい。 


本機を立てて使用しない 

〇 

〇 


本機を左右に傾けない 



プロジヱクターを20度以上傾けたり、 
床置きおよび天つり以外の設置でお使 
いになることは避けてください。色む 
らやランプの寿命を著しく損ねる原因 
となることがあります。 


吸排気口を覆わない 



吸排気口をふさぐような覆いやカバー 
をしたり、毛足の長いじゆうたんなど 
の上では使用しないでください。吸排 
気口がふさがれると、内部の温度が上 
昇します。 


レンズの前に遮蔽物を置かない 

投影中に レンズの すぐ前で光を遮らな 
いでください0遮光した物に熱による 
変形など影響を与える可能性がありま 
す。投影を一時的に中断するときには、 
ピクチャー ミューテイング 機能をお使 
いください。 


プロジェクターを立ててお使いになる 
ことは避けてください。故障の原因と 
なります。 


設置 • 使用時のご注意 
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使用上のご注意 
液晶プロジェクターについて 

液晶プロジェクタ ー は非常に精密度の 
高い技術で作られていますが、黒い点 
が現われたり、赤と青、緑の点が消え 
ないことがあります。また、すじ状の 
色むらや明るさのむらが見える場合も 
あります。 これらは、液晶プロジェク 
ターの構造によるもので、故障ではあ 
りません。 

スクリーンについて 

表面に凹凸のある スクリーン を使用す 
ると、本機と スクリーン 間の距離 や 
ズーム倍率によって、まれに画面上に 
縞模様が現れる場合があります。これ 
は本機の故障ではありません。 

結露について 

プロジェクターの設置してある 室内の 

急激な温度変化は結露を引き起こし、 

故障の原因と なりますので冷暖房にご 
注意くださぃ。 

結露とは、寒いところから急に暖かい 
場所へ持ち込んだとき、本体の内部に 
水滴がつくことです。 結露が起きたと 

きは、電源を入れたまま本機をそのま 

ま約 2 時間 放置しておいてください。 

ファンの音について 

プロジヱクターの 内部には温度上昇を 
防ぐためにファンが取り付けられてお 
り、電源を入れると多少音を生じます。 
これらは、液晶 プロジェクターの 構造 
によるもので、故障ではありません。 
しかし、異常音が発生した場合にはお 
買い上げ店にご相談ください。 


部屋の照明について 

直射日光や室内灯などで直接スクリー 

ンを照らさないでください0美しく見 

やすい画像にするために、以下の点を 

参考にしてください。 

• 集光形のダウンライトにする。 

•蛍光灯のような散光照明にはメッ 
シュを使用する。 

• 太陽の差し込む窓はカーテンやブラ 
インドでさえぎる。 

•光を反射する床や壁はカーペットや 
壁紙でおおう。 

お手入れについて 

• キャビネットやパネルの汚れは、柔ら 
かい布で軽くふき取ってください。汚 
れがひどいときには、水でうすめた中 
す生洗剤に柔らかい布をひたし、固くし 
ぼってから汚れをふき取り、乾いた布 
で仕上げてください。なお、お手入れ 
の際は必ず電源コードを コンセント 
から抜いてください。 

• レンズに手を触れたり、固いもので傷 
をつけたりしないようにご注意くだ 
さい。 

• 必ず定期的にフイ ルターの クリ ーニ 
ングをしてください0 
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特約店様へ 

設置を安全に行うために、この「安全 
のために」に記載されたす ベての 項目 
(お客様用を含む）と CD - ROM の内容 
をよくお読みください。 


I A 下記の注意を守らな 

_旬 いと、火災や感電 

により死亡や大け 

火災 感電 が! につながることが 
あります。 


通風孔をふさぐような場所に設置し 
ない 


^ 通風孔をふさぐと内部に熱が 
¢9こもり、火災や故障の原因と 
禁止なることがあります。風通し 
をよくするために次の項目を 
お守りください。 

• 壁から 50 cm 以上離して設置 
する。 

•密閉された狭い場所に押し 
込めない。 

•毛足の長い敷物（じゆうたん 
や布団など）の上に設置しな 

い。 

• 布などで包まない。 


天井への取り付けには細心の注意を 
はらう 


A * 天井への取り付け強度が不 
充分だと、落下により死亡や 
注意 大けが につな がることがあ 
ります。 

必ずソニー製のプロジェク 
ター サスペンシヨンサ ポー 
卜 PSS -620 を使用してくださ 

い0 

•取り付けを安全に行うため 
に、本書、 CD - ROM 内の特 
約店様用設置説明書、取扱説 
明書および PSS -620 の取付説 
明書の注意事項をお読みく 
ださい。 

•取り付けは、 PSS -620 の取付 
説明書の手順に従い確実に 
行ってください。取り付けが 
不完全な場合、落下する可能 
性があります。 

また、取り付け時には手をす 
ベらせてプロジェクターを 
落下させ、けがをすることの 
ないようご注意ください。 


調整用工具を内部に入れない 


^ 調整中などに、工具を誤って 
〇〇内部に落とすと火災や感電の 
禁止原因となることがあります0 
万一、落とした場合は、すぐに 
電源を切り、電源コードを抜 
いてください。 


容量の低い電源延長コードを使用し 
ない 


^ 容量の低い延長コードを使う 
U と、ショートしたり火災や感 
禁止電の原因となることがありま 
す。 


設置 • 使用時のご注意 
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安全アースを接続する 

安全アースを接続しないと、 
® 感電の原因となることがあり 
ァ^■溫 ます。プラグから出ている緑 
" 色のアースを、建物に備えら 

れているアース端子に接続し 
てください。 

注意 

下記の注意を守らな 

いと、けがをした 


り周辺の物品に損 


害を与えることがあ 


ります。 

アジヤスター調整時、手を挟まない 

よう注意する 

A 

アジヤスターを回しすぎる 

とアジヤスターがはずれ、 

注意 

手を挟むことがありますの 


でご注意ください。 

コード類は正しく配置する 

❶ 

電源コードや接続コードを 

足に引っかけると転倒した 

指示 

り、プロジェクターの落下 


によりけがの原因となるこ 


とがあります。充分注意し 


て接続•配置してください。 

低い天井に天吊りしない 

❶ 

頭などをぶつけてけがをす 

ることがあります。 

指 



キャビネットのカパー類はしっかり 
固定する 


❶ 

キ日不 


天吊りの場合、カバー類が 
固定されていないと落下し 
て、けがの原因となること 
があります。 


不明な点はお買い上げ店またはテクニ 

カルインフォメーションセンターにご 

相談ください。 

設置場所について 

•前面の吸■排気口は、内部の温度上昇 
を防ぐためのものです。風通しの悪い 
場所を避け、吸気口および排気口をふ 
さがないように設置してください。 

• 温度 • 湿度が非常に高い場所や温度が 
著しく低い場所、ほこりの多い場所で 
の使用は避けてください。 

•床置きおよび天井つり以外の設置で 
お使いになると、色むらやランプ寿命 
の劣化などの問題が起こることがあ 
りますので避けてください。 
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WARNING 

To reduce the risk of fire or electric 
shock, do not expose this apparatus 
to rain or moisture. 

To avoid electrical shock, do not 
open the cabinet. Refer servicing to 
qualified personnel only. 

THIS APPARATUS MUST BE 
EARTHED. 

WARNING: THIS WARNING IS 
APPLICABLE FOR USA ONLY. 

If used in USA, use the UL LISTED power 
cord specified below. 

DO NOT USE ANY OTHER POWER 
CORD. 

Plug Cap Parallel blade with ground pin 
^ (NEMA 5-15P Configuration) 
Cord Type SJT, three 16 or 18 AWG 
wires 

Length Minimum 1.5 m (4 ft.11 in.), 

Less than 4.5 m (14 ft .9 in.) 
Rating Minimum 10 A, 125 V 

Using this unit at a voltage other than 120V 
may require the use of a different line cord or 
attachment plug, or both. 

To reduce the risk of fire or electric shock, 
refer servicing to qualified service 
personnel. 

WARNING: THIS WARNING IS 
APPLICABLE FOR OTHER 
COUNTRIES. 

1 Use the approved Power Cord (3-core 
mains lead) / Appliance Connector / Plug 
with earthing-contacts that conforms to 
the safety regulations of each country if 
applicable. 

2 Use the Power cord (3-core mains lead) / 
Appliance Connector / Plug conforming 
to the proper ratings (Voltage, Ampere). 

If you have questions on the use of the above 
Power Cord / Appliance Connector / Plug, 
please consult a qualified service personnel. 
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For the customers in the USA 

This equipment has been tested and found to 
comply with the limits for a Class A digital 
device, pursuant to Part 15 of the FCC 
Rules. These limits are designed to provide 
reasonable protection against harmful 
interference when the equipment is operated 
in a commercial environment. This 
equipment generates, uses, and can radiate 
radio frequency energy and, if not installed 
and used in accordance with the instruction 
manual, may cause harmful interference to 
radio communications. Operation of this 
equipment in a residential area is likely to 
cause harmful interference in which case the 
user will be required to correct the 
interference at ms own expense. 

You are cautioned that any changes or 
modifications not expressly approved in this 
manual could void your authority to operate 
this equipment. 

All interface cables used to connect 
peripherals must be shielded in order to 
comply with the limits for a digital device 
pursuant to Subpart B of Part 15 of FCC 
Rules. 

This device complies with part 15 of the 
FCC Rules. Operation is subject to the 
following two conditions:(1)this device 
may not cause harmful interference, and (2) 
this device must accept any interference 
received, including interference that may 
cause undesired operation. 

For the customers in Europe 

WARNING 

This is a Class A product. In a domestic 
environment, this product may cause radio 
interference in which case the user may be 
required to take adequate measures. 


The manufacturer of this product is Sony 
Corporation, 1-7-1 Konan, Minato-ku, 
Tokyo, 108-0075 Japan. The Authorized 
Representative for EMC and product safety 
is Sony Deutschland GmbH, Hedelfinger 
Strasse 61, 70327 Stuttgart, Germany. For 
any service or guarantee matters please refer 
to the addresses given in separate service or 
guarantee documents. 

For the customers in Canada 

This Class A digital apparatus complies with 
Canadian ICES-003. 


WARNING 

When installing the unit, incorporate a 
readily accessible disconnect device in the 
fixed wiring, or connect the power cord to 
socket-outlet which must be provided near 
the unit and easily accessible. 

If a fault should occur during operation of 
the unit, operate the disconnect device to 
switch the power supply off, or disconnect 
the power cord. 


CAUTION 

RISK OF EXPLOSION IF BATTERY IS 
REPLACED BY AN INCORRECT 
TYPE. 

DISPOSED OF USED BATTERIES 
ACCORDING TO THE 
INSTRUCTIONS. 


For safety 

Be sure to attach the air filter to the 
projector. 

For the customers in Taiwan only 
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Precautions 

Warning 

The Installation Manual contained in the 
CD-ROM is for dealers. 

If customers perform the installation 
described in this manual, an accident may 
occur, causing serious injury. Never install it 
by yourself. For installation, be sure to 
consult with a Sony dealer. 


On safety 

• Check that the operating voltage of your 
unit is identical with the voltage of your 
local power supply. If voltage adaptation 
is required, consult with qualified Sony 
personnel. 

• Should any liquid or solid object fall into 
the cabinet, unplug the unit and have it 
checked by qualified Sony personnel 
before operating it further. 

• Unplug the unit from the wall outlet if it is 
not to be used for several days. 

•To disconnect the cord, pull it out by the 
plug. Never pull the cord itself. 

• The wall outlet should be near the unit and 
easily accessible. 

• The unit is not disconnected from the AC 
power source (mains) as long as it is 
connected to the wall outlet, even if the 
unit itself has been turned off. 

• Do not look into the lens while the lamp is 
on. 

• Do not place your hand or objects near the 
ventilation holes — the air coming out is 
hot. 

• Be careful not to catch your fingers by the 
adjuster when you adjust the height of the 
projector. Do not push hard on the top of 
the projector with the adjuster out. 


On illumination 

•To obtain the best picture, the front of the 
screen should not be exposed to direct 
lighting or sunlight. 

• Ceiling-mounted spot lighting is 
recommended. Use a cover over 
fluorescent lamps to avoid lowering the 
contrast ratio. 


• Cover any windows that face the screen 
with opaque draperies. 

• It is desirable to install the projector in a 
room where floor and walls are not of 
light-reflecting material. If the floor ana 
walls are of reflecting material, it is 
recommended that the carpet and wall 
paper be changed to a dark color. 


On preventing internal heat build¬ 
up 

• After you turn off the power with the I / (1) 
key on the control panel or on the Remote 
Commander, do not disconnect the unit 
from the wall outlet while the cooling fan 
is still running. 

• Do not disconnect the AC power cord 
from the wall outlet while the fan is still 
running. (For dealers) 

Caution 

The projector is equipped with ventilation 
holes (intake) and ventilation holes 
(exhaust) at the front. Do not Dlock or place 
anything near these holes, or internal heat 
build-up may occur, causing picture 
degradation or damage to the projector. 

On cleaning 

• To keep the cabinet looking new, 
periodically clean it with a soft cloth. 
Stubborn stains may be removed with a 
cloth lightly dampened with a mild 
detergent solution. Never use strong 
solvents, such as thinner, benzene, or 
abrasive cleansers, since these will 
damage the cabinet. 

• Avoid touching the lens. To remove dust 
on the lens, use a soft dry cloth. Do not use 
a damp cloth, detergent solution, or 
thinner. 

• Clean the filter at regular intervals. 


On repacking 

• Save the original shipping carton and 
pacKing material; they will come in handy 
if you ever have to snip your unit. For 
maximum protection, repack your unit as 
it was originally packed at the factory. 
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On LCD projector 

• The LCD projector is manufactured using 
high-precision technology. You may, 
however, see tiny black points and/or 
bright points (red, blue, or green) that 
continuously appear on the LCD projector. 
This is a normal result of the 
manufacturing process and does not 
indicate a malfunction. 


For dealers 


Please read throughly this Safety 
Regulations and Installation Manual 
contained in the CD-ROM for safe 
installation. 


On safety 

• Avoid using an extension cord with a low 
voltage limited since it may cause the 
short-circuit and physical incidents. 

• To carry the projector, be sure to use the 
carrying handle. Do not hold other parts of 
the projector, especially the lens, nor catch 
your finger between the handle, floor, and 
the projector. 

• Do not catch your finger between the unit 
and surface of the floor when moving the 
projector installed on the floor. 

• Be careful not to catch your finger in the 
cooling fan. 

• Do not carry the projector with the cabinet 
on and with its cover open. 


On installation 

• When the projector is mounted on the 
ceiling, the Sony PSS-620 Projector 
Suspension Support must be used for 
installation. 

• Allow adequate air circulation to prevent 
internal heat build-up. Do not place the 
unit on surfaces (rugs, blankets, etc.) or 
near materials (curtains, draperies) that 
may block the ventilation holes. Leave 
space of more than 50 cm (19 3 /4 inches) 
between the wall and the projector. Be 
aware that room heat rises to the ceiling; 
check that the temperature near the 
installation location is not excessive. 


• Install the projector on the floor or ceiling. 
Any other installation causes a 
mulfunction such as color irregularity or 
shortening lamp life. 

• Do not install the unit in a location near 
heat sources such as radiators or air ducts, 
or in a place subject to direct sunlight, 
excessive dust or humidity, mechanical 
vibration or shock. 

•To avoid moisture condensation, do not 
install the unit in a location where the 
temperature may rise rapidly. 

•Be sure to secure the cabinet cover firmly 
when installing to the ceiling firmly. 


Notes on Installation 
and Usage 

Unsuitable Installation 

Do not install the projector in the following 
situations. These installations may cause 
malfunction or damage to the projector. 


Poorly ventilated 



• Allow adequate air circulation to prevent 
internal heat build-up. Do not place the 
unit on surfaces (rugs, blankets, etc.) or 
near materials (curtains, draperies) that 
may block the ventilation holes. 

• When the internal heat builds up due to the 
block-up, the temperature sensor will 
function with the message “High temp.! 
Lamp off in 1 min.” The power will be 
turned off automatically after one minute. 

• Leave space of more than 50 cm (19 3 /4 
inches) around the unit. 

• Be careful that the ventilation holes may 
inhale tininess such as a piece of paper. 


Notes on Installation and Usage 
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Highly heated and humid 



• Avoid installing the unit in a location 
where the temperature or humidity is very 
high, or temperature is very low. 

•To avoid moisture condensation, do not 
install the unit in a location where the 
temperature may rise rapidly. 


Subject to direct cool or warm air 
from an air-conditioner 



Installing in such a location may cause 
malfunction of the unit due to moisture 
condensation or rise in temperature. 


Near a heat or smoke sensor 



Malfunction of the sensor may be caused. 


Very dusty, extremely smoky 



Avoid installing the unit in a very dusty or 
extremely smoky environment. Otherwise, 
the air filter will become obstructed, and this 
may cause a malfunction of the unit or 
damage it. Dust preventing the air passing 
through the filter may cause a rise in the 
internal temperature of the unit. Clean the 
filter periodically. 


Usage in High Altitude 


When using the projector at an altitude of 
1,500 m (4,921 feet) or higher, turn on “High 
Altitude Mode” in the INSTALL SETTING 
menu. Failing to set this mode when using 
the projector at high altitudes could have 
adverse effects, such as reducing 
the reliability of certain components. 

Note on the screen 

When using a screen with an uneven surface, 
stripes pattern may rarely appear on the 
screen depending on the distance between 
the screen and the projector or the zooming 
magnifications. This is not a malfunction of 
the projector. 


Unsuitable Conditions 


Do not use the projector under the following 
conditions. 


Do not stand the unit upright on 
one side. 



Avoid using as the unit topples over on its 
side. It may cause malfunction. 


Do not tilt the unit to the right or 
left. 



Avoid using as the unit tilts more than 20 
degrees. Do not install the unit other than on 
the floor or ceiling. These installations may 
cause malfunction. 
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Do not block the ventilation holes. 



Avoid using something to cover over the 
ventilation noles (exhaust/intake); 
otherwise, the internal heat may build up. 


Do not place a blocking object just 
in front of the lens. 

Do not place any object just in front of the 
lens that may block the light during 
projection. Heat from the light may damage 
the object. Use the PIC MUTING key on the 
Remote Commander to cut off the picture. 


Note 


When using a screen with an uneven surface, 
stripes pattern may rarely appear on the screen 
depending on the distance between the screen 
and the projector or the zooming 
magnifications. This is not a malfunction of the 
projector. 







AVERTISSEMENT 

Afin de reduire les risques d’incendie 
ou d’electrocution，ne pas exposer 
cet appareil a la pluie ou a rhumidite. 

Afin d’eviter tout risque 
d^lectrocution, n’ouvrez pas le 
chassis. Confiez I’entretien 
uniquement a un personnel qualifie. 

CET APPAREIL DOIT ETRE MIS A LA 
TERRE. 

Pour les utilisateurs au Canada 

Cet appareil numerique de la classe A est 
conforme a la norme NMB-003 du Canada. 


La prise doit etre pres de Y appareil et facile 
d’acces. 


ATTENTION 

RISQUE D，EXPLOSION SI LA PILE 
EST REMPLACEE PAR UNE DE TYPE 
INCORRECT. 

DEBARRASSEZ-VOUS DES PILES 
USAGEES EN RESPECTANT LES 
INSTRUCTIONS. 

Par mesure de securite 

Remettez le filtre a air en place sur le 
projecteur. 

AVERTISSEMENT 

1 Utilisez le cordon d’alimentation (a trois 
ames) / le connecteur d’appareil / la fiche 
avec mise a la terre homologue(e) et 
conforme aux reglements de securite du 
pays d’utilisation si de tels reglements 
s’appliquent. 

2 Utilisez le cordon d’alimentation (a trois 
ames) / le connecteur d’appareil / la fiche 
conforme aux specifications adequates 
(tension, amperage). 

Pour toute question relative a 1’utilisation du 
cordon d’alimentation / du connecteur 
d’appareil / de la fiche ci-dessus, veuillez 


vous informer aupres du personnel de 
service agree. 

Pour les clients d’Europe 

AVERTISSEMENT 

Proauit de Classe A. Dans un 
environnement residentiel, cet appareil peut 
causer du brouillage radio ;le cas echeant, 
Futilisateur devra prendre les mesures 
adequates necessaires. 

Le fabricant de ce produit est Sony 
Corporation, 1-7-1 Konan, Minato-ku, 
Tokyo, 108-0075 Japon. Le representant 
autorise pour EMC et la securite des produits 
est Sony Deutschland GmbH, Hedelfinger 
Strasse 61，70327 Stuttgart, Allemagne. 
Pour toute question concemant le service ou 
la garantie, veuillez consulter les adresses 
indiquees dans les documents de service ou 
de garantie separes. 

AVERTISSEMENT 

Cet appareil n’a pas d’interrupteur 
d’alimentation. 

Lors de 1’installation de 1’appareil, ajoutez 
au cablage un dispositif de mise hors tension 
en un point facile d’acces, ou branchez le 
cordon d’alimentation sur une prise de 
courant se trouvant pres de 1’appareil et 
facile d^cces. 

En cas de probleme de fonctionnement de 
1 ， appareil, utilisez le dispositif de mise hors 
tension pour couper 1’alimentation, ou 
debranchez le cordon d’alimentation. 
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Precautions 

Avertissement 

Le Manuel d’installation que contient le CD- 
ROM s’adresse aux revendeurs. 

II y a risque d’accident et de blessure grave 
si les clients executent eux-memes 
1’installation decrite dans ce manuel. 
N’effectuez jamais vous-meme 
r installation. Pour 1’installation, vous devez 
vous informer aupres d'un revendeur Sony. 


Securite 

• Assurez-vous que la tension de service de 
votre appareil est identique a la tension 
locale. Si un adaptateur de tension est 
necessaire, contactez le service apres- 
vente Sony. 

• Si du liquide ou un objet quelconque 
venait a penetrer dans le boitier, 
debranchez 1’appareil et faites-le verifier 
par un technicien Sony qualifie avant de le 
remettre en service. 

• Debranchez V appareil de la prise murale si 
vous n’avez pas 1’intention de l’utiliser 
pendant plusieurs jours. 

• Pour debrancher le cordon, tirez-le par la 
fiche. Ne tirez jamais sur le cordon lui- 
meme. 

• La prise murale doit se trouver a proximite 
de r appareil et etre facile d’acces. 

• Meme si vous mettez 1’appareil hors 
tension, il demeure connecte a la source 
d’alimentation secteur tant qu il est 
branche dans la prise murale. 

• Ne regardez pas dans l’objectif lorsque la 
lampe est allumee. 

• Ne placez pas les mains ni aucun objet 
pres des orifices de ventilation — l’air qui 
s’en echappe est tres chaud. 

• V enlez a ne pas vous pincer les doigts 
avec les supports reglaoles lorsque vous 
reglez la hauteur du projecteur. N’exercez 
pas une trop forte pression sur le dessus du 
projecteur lorsque le support reglable est 
deploy e. 

Eclairage 

• Pour obtenir la meilleure qualite d’image 
possible, ravant de Fecran ne doit pas etre 


directement expose a la source d 9 eclairage 
ni au rayonnement solaire. 

• Nous preconisons un eciairage au moyen 
de spots fixes au plafond. Placez un ecran 
sur les lampes fluorescentes de fa^on a 

eviter une alteration du rapport de 
contraste. 

• Couvrez les fenetres qui font face a r ecran 
au moyen de ndeaux opaques. 

• Il est preferable d’installer le projecteur 
dans une piece ou le sol et les murs ne sont 
pas revetus d’un materiau reflechissant la 
lumiere. Si le sol et les murs reflecnissent 
la lumiere, nous vous recommandons de 
remplacer le revetement du sol et des murs 
par une couleur sombre. 

Prevention de la surchauffe interne 

• Apr さ s avoir mis 1’appareil hors tension 
avec la touche I / (!) du panneau de 
commande ou de la telecommande, ne 
debranchez pas 1’appareil de la prise 
murale tant que le ventilateur de 
refroidissement tourne. 

• Ne debranchez pas le cordon 

d’alimentation de la prise murale alors que 
le ventilateur tourne encore. (Pour les 
revendeurs) 

Attention 

Le projecteur est equipe d’orifices de 
ventilation (prise d’air et sortie d’air) a 
1’avant. N’obstruez pas ces orifices et ne 
placez rien a proximite car vous risqueriez 
de provoquer une surchauffe interne pouvant 
entrainer une alteration de 1’image ou des 
dommages au projecteur. 

Nettoyage 

• Pour conserver au chassis r eclat du neuf, 
nettoyez-le regulierement au moyen d’un 
chiffon doux. Pour eliminer les taches 
recalcitrantes, employez un chiffon 
legerement impregne d’une solution 
detergente neutre. N’utilisez en aucun cas 
des solvants puissants tels que diluant, 
benzene ou des agents nettoyants abrasifs 
car ceci pourrait endommager le rim du 
chassis. 

• Ne touchez pas l’objectif. Pour 
depoussierer l’objectif, employez un 
chiffon doux et sec. N’utilisez pas de 


Precautions 


3 FR 


chiffon humide, de solution detergente ni 
de diluant. 

• Nettoyez le filtre a intervalles reguliers. 

Emballage 

• Conservez le carton d’emballage et les 
materiaux de conditionnement d’origine 
car ils constitueront une protection ideale 
si vous etes amene a transporter l’appareil. 
Pour une protection optimale, remballez 
votre appareil comme il Fetait a sa sortie 
d’usine. 

Projecteur LCD 

• Le projecteur LCD est fabrique selon une 
technologie de haute precision. II est 
cependant possible que de petits points 
noirs ou lumineux (rouges, bleus ou verts) 
apparaissent continuellement sur le 
projecteur LCD. Ceci est un resultat 
normal du processus de fabrication et n’est 
pas le signe d’un dysfonctionnement. 

Pour les revendeurs 

Pour une installation sure, veuillez lire 

r ensemble des presents Reglements de 

securite et du Manuel d’installation que 

contient le CD-ROM. 

Securite 

• Evitez d’utiliser un cordon prolongateur a 
faible tension, car cela risquerait de causer 
un court-circuit et un accident materiel. 

• Pour transporter le projecteur, vous devez 
le tenir par sa poignee de transport. Ne 
tenez le projecteur par aucune autre piece, 
et tout particulierement par l’objectif, et 
prenez garde de vous coincer les doigts 
entre la poignee, le plancher et le 
projecteur. 

• Prenez garde de vous coincer les doigts 
entre 1’appareil et la surface du plancher 
lorsque vous deplacez le projecteur alors 
qu’il est installe sur le plancher. 

• Prenez garde de vous coincer les doigts 
dans le ventilateur de refroidissement. 

• Ne transportez pas le projecteur sans avoir 
d’abord ferme le cabinet et le couvercle. 
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し ors de I’installation 

• Pour monter le projecteur au plafond, il 
faut utiliser le support de montage au 
plafond Sony PSS-620 lors de 

T installation. 

• Assurez une circulation d’air adequate 
afin d’eviter toute surchaufre interne. Ne 
placez pas 1， appareil sur des surfaces 
textiles (tapis, couvertures, etc.) m a 
proximite de rideaux ou de draperies 
susceptibles d’obstruer les onlices de 
ventilation. Laissez un espace nbre de plus 
de 50 cm (19 3 /4 polices) entre le mur et le 
projecteur. N’oubliez pas que la chaleur de 
la piece monte au plafond. Assurez-vous 
done que la temperature n’est pas trop 
elevee a 1’emplacement choisi pour 

T installation. 

• Installez le projecteur sur le plancher ou au 
plafond. Tout autre type d，installation 
risque de causer un dysfonctionnement, 
comme par exemple des couleurs 
anormales ou une duree de vie reduite de 
la lampe. 

• N 5 installez pas 1’appareil pres d’une 
source de chaleur telle qu’un radiateur ou 
un conduit d’air, ou dans un emplacement 
expose directement a la lumiere du soleil, 
tres poussiereux ou humide, ou sujet a des 
vibrations mecaniques ou chocs. 

• Pour eviter la condensation d’humidity, 
n’installez pas F appareil dans un endroit 
ou la temperature peut augmenter 
rapidement. 

• Vous devez fermer le couvercle du cabinet 
solidement lors de 1’installation au 
plafond. 

Remarques sur 
I’installation et 
I’utilisation 

Installation deconseillee 

N’installez pas le projecteur dans les 

conditions suivantes. Ces installations 




peuvent entrainer un dysfonctionnement 
ou causer des dommages au projecteur. 


Mauvaise ventilation 



• Assurez une circulation d’air adequate 
afin d eviter toute surchauffe interne. Ne 
placez pas l’appareil sur des surfaces 
textiles (tapis, couvertures, etc.) ni a 
proximite de rideaux ou de draperies 
susceptibles d’obstruer les orifices de 
ventilation. 

• En cas de surchauffe interne due a une 
obstruction,le capteur de temperature est 
active et le message « Surchauffe! Lampe 
OFF 1 min. » s’affiche. Le projecteur se 
met automatiquement hors tension apres 
une minute. 

• Laissez un espace libre de plus de 50 cm 
(19 3 /4 pouces) autour de Fappareil. 

• Veillez a ce que les orifices de ventilation 
n’aspirent pas de particules telles que des 
morceaux de papier. 


Exposition a la chaleur et a 
rhumidite 



• N’installez pas l’appareil dans un endroit 
tres chaud, tres humide ou tres froid. 

• Pour eviter la condensation d’humidite ， 
n’installez pas l’appareil dans un endroit 
ou la temperature peut augmenter 
rapidement. 


Exposition au flux d’air froid ou 
chaud d’un climatiseur 



L，installation dans un tel endroit peut causer 
un mauvais fonctionnement de l’appareil 
suite a la condensation de rhumidite ou a 
relevation de la temperature. 


Pres d’un detecteur de chaleur ou 
de fumee 



Cela risquerait de causer un mauvais 
fonctionnement du detecteur. 


Tres poussiereux, extremement 
enfume 



Evitez d’installer l’appareil dans un endroit 
tres poussiereux ou extremement enfume. 
Autrement, le filtre a air se bouchera, ce qui 
risque de causer un dysfonctionnement de 
l’appareil ou de l’endommager. La 
temperature interne de l’appareil risque de 
s 5 elever si la poussiere empeche Fair de 
passer par le filtre. Nettoyez le filtre 
regulierement. 


Utilisation a haute altitude 


Si vous utilisez le projecteur a une altitude 
de 1 500 m (4 921 pieds) ou superieure, 
activez « Mode haute altit. » 
dans le menu REGLAGE 
D ， INSTALLATION. Si vous n 5 activez pas 
ce mode lors d’une utilisation a haute 
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altitude, il pourra en resulter des effets 
defavorables pour le projecteur tels que la 
diminution de la fiabilite de certaines pieces. 

Remarque sur I’ecran 

Si la surface de Fecran est irreguliere, il se 
peut dans certains cas (rares) que des motifs 
rayes apparaissent sur Fecran a certaines 
distances entre 1’Scran et le projecteur ou 
certains grossissements du zoom. Ceci n’est 
pas une anomalie du projecteur. 


Positions deconseillees 


N’utilisez pas le projecteur dans les 
conditions suivantes. 


Ne mettez pas le projecteur debout 
sur un cote. 



Evitez d’utiliser le projecteur dans une 
position qui pourrait entrainer un 
basculement. Ceci pourrait provoquer un 
dy sfonctionnement. 


N’inclinez pas le projecteur vers la 
droite ou vers la gauche. 



Evitez d’utiliser le projecteur avec une 
inclinaison laterale superieure a 20 degres. 
N’installez pas l’appareil ailleurs qu’au sol 
ou au plafond. Il pourrait en resulter un 
dysfonctionnement. 


N’obstruez pas les orifices de 
ventilation. 



Ne recouvrez pas les orifices de ventilation 
du projecteur (prise/sortie d’air) pour eviter 
une surchauffe interne. 


Ne placez pas un objet bloquant 
juste devant I’objectif. 

Ne placez aucun objet juste devant l’objectif 
qui pourrait bloquer la lumiere durant la 
projection. La chaleur provenant de la 
lumiere risque d’endommager 1’objet. 
Utilisez la touche PIC MUTING de la 
telecommande pour couper 1’image. 


Remarque 


Si la surface de 1’Scran est irreguliere, il se peut 
dans certains cas (rares) que des motifs rayes 
apparaissent sur l’ecran a certaines distances 
entre l’ecran et le projecteur ou certains 
grossissements du zoom. Ceci n’est pas une 
anomalie du projecteur. 
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ADVERTENCIA 

Para reducir el riesgo de 
electrocucion, no exponga este 
aparato a la lluvia ni a la humedad. 

Para evitar recibir descargas 
electricas, no abra el aparato. 
Contrate exclusivamente los 
servicios de personal cualificado. 

ESTE APARATO DEBE ESTAR 
CONECTADO A TIERRA. 


La toma de corriente debe encontrarse 
cerca del equipo y ser de facil acceso. 


PRECAUCION 

EXISTE RIESGO DE EXPLOSION SI SE 
SUSTITUYE LA BATERIA POR OTRA 
DE UN TIPO INCORRECTO. 

DESECHE LAS BATERfAS USADAS 
DE ACUERDO CON LAS 
INSTRUCCIONES. 

Por razones de seguridad 

No olvide sujetar el filtro de aire al 
proyector. 

ADVERTENCIA 

1 Utilice el cable de alimentacion (trifilar) / 
conector de aparato / enchufe homologado 
con toma de tierra que cumple con la 
normativa de seguridad de cada pais, si 
corresponde. 

2 Utilice el cable de alimentacion (trifilar) / 
conector de aparato / enchufe homologado 
conforme a las especificaciones 
apropiadas (voltaje, amperaje). 

Si tiene alguna pregunta acerca del uso del 
cable de alimentacion / conector de aparato / 
enchufe anteriores, consulte por favor al 
personal de servicio cualificado. 


Para clientes en Europa 
ADVERTENCIA 

Este es un producto de Clase A. En un 
entomo de vivienda, este producto puede 
causar interferencias en las ondas de radio, 
en cuyo caso el usuario puede tener que 
tomar las medidas pertinentes. 

El fabricante de este producto es Sony 
Corporation, con direccion en 1-7-1 Konan, 
Minato-ku, Tokio, 108-0075 Japon. El 
Representante autorizado para EMC y 
seguridad del producto es Sony Deutschland 
GmbH, Hedelfinger Strasse 61, 70327 
Stuttgart, Alemania. Para asuntos 
relacionados con el servicio y la garantia, 
consulte las direcciones entregadas por 
separado para los documentos de servicio o 
garantia. 

ADVERTENCIA 

Esta unidad no tiene interruptor de 
alimentacion. 

Al instalar la unidad, incorpore al cableado 
fijo un dispositivo de desconexion 
facilmente accesible, o conecte el cable de 
alimentacion a una toma de corriente 
cercana a la unidad y de facil acceso. 

Si ocurriera alguna averia durante el 
funcionamiento de la unidad, accione el 
dispositivo de desconexion para cortar la 
alimentacion o desenchufe el cable de 
alimentacion. 
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Precauciones 

Advertencia 

El manual de instalacion contenido en el 
CD-ROM es para los distribuidores. 

Si un cliente realiza la instalacion descrita en 
el manual puede producirse un accidente que 
provoque lesiones graves. No la instale 
nunca usted mismo. Para la instalacion, 
consulte con un distribuidor de Sony. 


Seguridad 

• Compruebe que la tension de 
funcionamiento de la unidad sea la misma 
que la del suministro electrico local. Si es 
necesario adaptar la tension, consulte con 
personal especializado de Sony. 

• Si se introduce aigun objeto solido o 
liquido en la unidad, desenchufela y haga 
que sea revisada por personal 
especializado de Sony antes de volver a 
utilizarla. 

• Desenchufe la unidad de la toma mural 
cuando no vaya a utilizarla durante varios 
dfas. 

• Para desconectar el cable, tire del enchufe. 
Nunca tire del propio cable. 

• La toma mural debe encontrarse cerca de 
la unidad y ser de facil acceso. 

• La unidad no estara desconectada de la 
fuente de alimentacion de CA (toma de 
corriente) mientras este conectada a la 
toma mural, aunque haya apagado la 
unidad. 

•No mire alobjetivo mientras la lampara 
este encendida. 

• No coloque la mano ni ningun objeto cerca 
de los orificios de ventilacion. El aire que 
sale esta caliente. 

• Tenga cuidado de no pillarse los dedos con 
el ajustador cuando ajuste la altura del 
proyector. No ejerza una presion excesiva 
sobre la parte superior del proyector 
cuando el ajustador este fuera. 


Iluminacion 

• Con el fin de obtener imagenes con la 
mejor calidad posible, la parte frontal de la 
pantalla no debe estar expuesta a la luz 
solar ni a iluminaciones directas. 


• Se recomienda utilizar una luz proyectora 
en el techo. Cubra las lamparas 
fluorescentes para evitar que se produzca 
una disminucion en la relacion de 
contraste. 

• Cubra con tela opaca las ventanas que 
esten orientadas hacia la pantalla. 

• Es recomendable instalar el proyector en 
una sala cuyo suelo y paredes esten hechos 
con materiales que no reflejen la luz. Si el 
suelo y las paredes estan hechos de dicho 
tipo de material, se recomienda cambiar el 
color de estos por uno oscuro. 


Prevencion del calentamiento 
interno 

• Despues de desactivar la alimentacion con 
la tecla I / (!) del panel de controlo del 
mando a distancia, no desconecte la 
unidad de la toma mural mientras el 
ventilador de refrigeracion este en 
funcionamiento. 

• No desconecte el cable de alimentacion 
CA de la toma mural mientras este en 
funcionamiento el ventilador. (Para los 
distribuidores) 

Precaucion 

El proyector esta equipado con orificios de 
ventilacion de aspiracion y de escape en la 
parte frontal. No bloquee dichos orificios ni 
coloque nada cerca de ellos, ya que silo hace 
puede producirse un recalentamiento 
interno, causando el deterioro de la imagen o 
danos al proyector. 


Limpieza 

• Para mantener el exterior de la unidad 
como nuevo, Kmpielo penodicamente con 
un pano suave. Las manchas persistentes 
pueden eliminarse con un pano 
ligeramente humedecido en una solucion 
detergente suave. No utilice nunca 
disolventes concentrados, como diluyente, 
bencina olimpiadores abrasivos, ya que 
danaran el exterior. 

• Evite tocar el objetivo. Utilice un pano 
seco y suave para eliminar el polvo del 
objetivo. No utilice un pano numedo, 
soluciones detergentes ni diluyentes. 

• Limpie el filtro con regularidad. 
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Embalaje 

• Guarde la caja y los materiales de 
embalaje originales, ya que resultaran 
utiles cuando tenga que embalar la unidad. 
Para obtener una maxima proteccion, 
vuelva a embalar la unidad como se 
embalo originalmente en fabrica. 

Proyector LCD 

• El proyector LCD esta fabncado con 
tecnologia de alta precision. No obstante, 
es posible que se observer! pequenos 
puntos negros o brillantes (rojos, azules o 
verdes), o ambos, de forma continua en el 
proyector. Se trata de un resultado normal 
del proceso de fabricacion y no indica fallo 
de funcionamiento. 

Para los distribuidores 

Lea detenidamente estas normativa de 

seguridad y el manual de instalacion 

contenido en el CD-ROM para asegurarse de 

la seguridad de las instalaciones. 

Seguridad 

• Evite utilizar un cable prolongador con un 
bajo lfmite de tension, ya que puede 
producir cortocircuitos e incidentes 
ffsicos. 

• Para transportar el proyector, utilice el asa 
de transporte. No sostenga el proyector por 
otras partes, en especial por el objetivo, ni 
se atrape los dedos entre el asa, el suelo y 
el proyector. 

• No se atrape los dedos entre la unidad y la 
superficie del suelo al mover un proyector 
instalado en el suelo. 

• Tenga cuidado de no atraparse los dedos 
con el ventilador de refrigeracion. 

• No transporte el proyector guardado en su 
estuche y con la tapa abierta. 


Sobre la instalacion 

• Si se instala el proyector en el techo, 
debera utilizarse un soporte de suspension 
Sony PSS-620. 

• Permita una circulacion de aire adecuada 
para evitar el recalentamiento intemo. No 
coloque la unidad sobre superficies 
(alfombras, mantas, etc.) ni cerca de 
materiales (cortinas, tapices, etc.) que 
puedan bloquear los orificios de 
ventilacion. Deje un espacio superior a 
50 cm (19 3 /4 pulgadas) entre la pared y el 
proyector. Tenga en cuenta que el calor de 
la habitacion se eleva hacia el techo; 
compruebe que la temperatura alrededor 
de la ubicacion de instalacion no sea 
excesiva. 

• Instale el proyector en el suelo o en el 
techo. Cualquier otra instalacion 
provocara averias tales como 
irregularidades en el color o el 
acortamiento de la vida util de la lampara. 

• No instale la unidad en una ubicacion 
cercana a fuentes de calor tales como 
radiadores o conducciones de aire, ni en un 
lugar sujeto a la luz directa del sol, 
demasiado polvo o humedad, vibraciones 
mecanicas o golpes. 

• Para evitar que se condense humedad, no 
instale la unidad en lugares en los que la 
temperatura pueda aumentar rapidamente. 

• Cierre firmemente la tapa de la carcasa 
cuandolo instale en el techo. 

Notas sobre la 
instalacion y el uso 

Instalacion inadecuada 

No instale el proyector en las siguientes 
situaciones. Estas instalaciones pueden 
producir fallos de funcionamiento o danos 
al proyector. 
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Ventilacion escasa 



• Permita una circulacion de aire adecuada 
para evitar el recalentamiento intern。• No 
coloque la unidad sobre superficies 
(alfombras, mantas, etc.) ni cerca de 
materiales (cortinas, tapices, etc.) que 
puedan bloquear los orificios de 
ventilacion. 

• Si se produce recalentamiento intemo 
debido al bloqueo de los orificios, el 
sensor de temperatura se activara y 
aparecera el mensaje “Temperatura alta! 
Apag.1 min.’’. La alimentacion se 
desactivara automaticamente tras un 
minuto. 

• Deje un espacio superior a 50 cm (19 3 /4 
pulgadas) alrededor de la unidad. 

• Procure que no se introduzcan elementos 
extranos de tamano reducido por los 
orificios de ventilacion, como por ejemplo 
trozos de papel. 


Calor y humedad excesivos 



• Evite instalar la unidad en lugares en los 
que la temperatura ola humedad sean muy 
elevadas, o en los que la temperatura sea 
muy baja. 

• Para evitar que se condense humedad, no 
instale la unidad en lugares en los que la 
temperatura pueda aumentar rapidamente. 


Expuesto a un flujo directo de aire 
frfo o caliente procedente de un 
aparato de climatizacion 



Si la instala en una ubicacion de estas 
caracteristicas, la unidad puede averiarse 
debido a la condensacion de humedad o al 
aumento de tempertura. 


Cerca de un sensor de calor o de 
humo 



Puede provocar que el sensor se averfe. 


Con mucho polvo o humo excesivo 



Evite instalar la unidad en un entomo en el 
que haya un exceso de polvo o humo. Si lo 
hace, el filtro de aire se obstruira, y es 
posible que la unidad se averfe o se dafie. El 
polvo, que impide que el aire pase por el 
filtro, puede provocar que la temperatura 
interna de la unidad aumente. Limpie el 
filtro regularmente. 


Uso en altitudes elevadas 


Si utiliza el proyector a altitudes de 1.500 m 
(4.921 pies) o mas, active el “Modo gran 
altitud” en el menu A JUSTE 
INSTALACION. Si no se establece este 
modo cuando se utiliza el proyector a 
altitudes elevadas pueden producirse efectos 
adversos, tales como la reduccion de la 
fiabilidad de determinados componentes. 
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Nota sobre la pantalla 

Cuando utilice una pantalla de superficie 
irregular, en raras ocasiones apareceran 
patrones de bandas en la pantalla, 
dependiendo de la distancia entre la pantalla 
y el proyector y de la ampliacion del zoom. 
Esto no significa una averia del proyector. 


Condiciones inadecuadas 


No emplee el proyector en las siguientes 
condiciones. 


No coloque la unidad en posicion 
vertical sobre un lateral. 



Evite utilizar la unidad en posicion vertical 
apoyada en un lateral. Pueden producirse 
fallos de funcionamiento. 


No incline la unidad a la izquierda o 
a la derecha. 



Evite utilizar la unidad con una inclinacion 
superior a 20 grados. Instale la unidad 
unicamente en el suelo o en el techo. Si nolo 
hace asf, puede provocar averias. 


No bloquee los orificios de 
ventilacion. 



Evite emplear algo que cubra los orificios de 
ventilacion (escape/aspiracion); en caso 
contrario, es posible que se produzca un 
recalentamiento intemo. 


No coloque ningun objeto que 
bloquee el objetivo justo delante 
del objetivo. 

No coloque ningun objeto justo delante del 
objetivo que pueda bloquear la luz durante la 
proyeccion. El calor de la luz puede danar el 
objetivo. Utilice la tecla PIC MUTING del 
mando a distancia para interrumpir la 
imagen. 


Nota 


Cuando utilice una pantalla de superficie 
irregular, en raras ocasiones apareceran 
patrones de bandas en la pantalla, dependiendo 
de la distancia entre la pantalla y el proyector y 
ae la ampliacion del zoom. Esto no significa 
una averia del proyector. 
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WARNUNG 

Um die Gefahr von Branden Oder 
elektrischen Schlagen zu verringern, 
darf dieses Gerat nicht Regen Oder 
Feuchtigkeit ausgesetzt werden. 

Um einen elektrischen Schlag zu 
vermeiden, offnen Sie nicht das 
Gehause. Uberlassen Sie 
Wartungsarbeiten nur qualifiziertem 
Fachpersonal. 

DIESES GERAT MUSS GEERDET 
WERDEN. 


Die Steckdose sollte sich in der Nahe des 
Gerates befinden und leicht zuganglich 
sein. 


VORSICHT 

WIRD DIE BATTERIE DURCH EINEN 
FALSCHEN TYP ERSETZT, BESTEHT 
EXPLOSIONSGEFAHR. 

ENTSORGEN SIE VERBRAUCHTE 
BATTERIEN GEMASS DEN 
ANWEISUNGEN. 

Zur Sicherheit 

Bringen Sie unbedingt den Luftfilter am 
Projektor an. 

WARNUNG 

1 Verwenden Sie ein zugelassenes 
Netzkabel (3-Leiter-Netzkabel) und einen 
zugelassenen Geratestecker mit 
Erdungskontakten, die den 
Sicherheitsvorschriften des jeweiligen 
Landes entsprechen, falls zutreffend. 

2 Verwenden Sie ein Netzkabel (3-Leiter- 
Netzkabel) und einen zugelassenen 
Geratestecker, die den 
Leistungsanforderungen (Spannung, 
Stromstarke) geniigen. 

Falls Sie Fragen zum Gebrauch des obigen 
Netzkabels/Geratesteckers haben, wenden 
Sie sich bitte an qualifiziertes 
Kundendienstpersonal. 


Fur Kunden in Europa 
WARNUNG 

Dies ist ein Produkt der Klasse A. In einer 
Wohnumgebung kann dieses Produkt 
Funkstorungen verursachen, sodass der 
Benutzer angehalten ist, entsprechende 
MaBnahmen zu ergreifen. 

Der Hersteller dieses Produkts ist Sony 
Corporation, 1-7-1 Konan, Minato-ku, 
Tokyo, 108-0075 Japan. Der autorisierte 
Reprasentant fiir EMV und 
Produktsicherheit ist Sony Deutschland 
GmbH, Hedelfinger Strasse 61, 70327 
Stuttgart, Deutschland. Bei jeglichen 
Angelegenheiten in Bezug auf 
Kundendienst oder Garantie wenden Sie 
sich bitte an die in den separaten 
Kundendienst- oder Garantiedokumenten 
aufgefuhrten Anschriften. 

WARNUNG 

Dieses Gerat besitzt keinen Ein-Aus- 
Schalter. 

Bauen Sie bei der Installation des Gerates 
eine leicht zugangliche 
Unterbrechungsvorrichtung in die feste 
Verkabelung ein, oder schlieBen Sie das 
Netzkabel an eine Steckdose an, die in der 
Nahe des Gerates liegt und leicht zuganglich 
ist. 

Sollte wahrend des Betriebs des Gerates eine 
Stoning auftreten, betatigen Sie zum 
Abschalten der Stromversorgung die 
Unterbrechungsvorrichtung, oder ziehen Sie 
das Netzkabel ab. 

Fiir Kunden in Deutschland 

Entsorgungshinweis : Bitte werfen Sie nur 
entladene Batterien in die Sammelboxen 
beim Handel oder den Kommunen. Entladen 
sind Batterien in der Regel dann, wenn das 
Gerat abschaltet und signalisiert，,Batterie 
leer “ oder nach langerer Gebrauchsdauer der 
Batterien ,,nicht mehr einwandfrei 
funktioniert“. Um sicherzugehen, kleben Sie 
die Batteriepole z.B. mit einem 
Klebestreifen ab oder geben Sie die 
Batterien einzeln in einen Plastikbeutel. 
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VorsichtsmaBnahmen 

Warnung 

Die in der CD-ROM enthaltene 
Installationsanleitung ist fur Handler 
bestimmt. 

Falls Kunden die in dieser Anleitung 
beschriebene Installation durchfiihren, kann 
ein Unfall mit daraus resultierenden 
schweren Verletzungen auftreten. Flihren 
Sie die Installation auf keinen Fall selbst 
durch. Wenden Sie sich beziiglich der 
Installation an einen Sony-Handler. 


Zur Sicherheit 

• Achten Sie darauf, dass die 
Betriebsspannung des Gerates der lokalen 
Netzspannung entspricht. Falls eine 
Spannungsanpassung erforderlich ist, 
konsultieren Sie qualifiziertes Sony- 
Personal. 

• Sollten Fliissigkeiten oder Fremdkorper in 
das Gehause gelangen, ziehen Sie das 
Netzkabel ab, und lassen Sie das Gerat von 
qualifiziertem Sony-Personal uberpriifen, 
bevor Sie es wieder benutzen. 

• Soil das Gerat einige Tage lang nicht 
benutzt werden, trennen Sie es von der 
Netzsteckdose. 

• Ziehen Sie zum Trennen des Kabels am 
Stecker. Niemals am Kabel selbst ziehen. 

• Die Netzsteckdose sollte sich in der Nahe 
des Gerates befinden und leicht 
zuganglich sein. 

• Das Gerat ist auch im ausgeschalteten 
Zustand nicht vollstandig vom Stromnetz 
getrennt, solange der Netzstecker noch an 
der Netzsteckdose angeschlossen ist. 

• Blicken Sie bei eingeschalteter Lampe 
nicht in das Objektiv. 

• Halten Sie Ihre Hande oder Gegenstande 
von den Luftungsoffnungen fern — die 
austretende Luft ist heiB. 

• Achten Sie beim Einstellen der Hohe des 
Projektors darauf, dass Sie sich nicht die 
Finger an den EinstellfuBen klemmen. 
Vermeiden Sie festes Driicken auf die 
Oberseite des Projektors bei 
ausgefahrenem EinstellfuB. 


Zur Beleuchtung 

• Um eine optimale Bildqualitat zu erzielen, 
achten Sie darauf, dass die Vorderseite der 
Leinwand keinem direkten Kunst- oder 
Sonnenlicht ausgesetzt ist. 

• Deckenmontierte Punktstrahler sind zu 
empfehlen. Leuchtstofflampen sollten 
abgedeckt werden, um eine Herabsetzung 
des Kontrastverhaltnisses zu vermeiden. 

• Fenster, die der Leinwand 
gegeniiberliegen, sollten mit 
lichtundurchlas sigen Vornangen verdeckt 
werden. 

• Der Projektor sollte moglichst in einem 
Raum installiert werden, dessen Boden 
und Wande aus nicht reflektierendem 
Material bestehen. Ist dies nicht moglich, 
sollten Sie fiir Bodenbelag und 

Wandverkleidung ein dunkles Material 
wahlen. 


Zur Verhiitung eines internen 
Warmestaus 

• Trennen Sie den Projektor nicht 
unmittelbar nach dem Ausschalten mit der 
Taste I / (!) an dem Bedienfeld oder an der 
Fembedienung von der Netzsteckdose, 
solange der Liifter noch lauft. 

• Ziehen Sie nicht das Netzkabel von der 
Netzsteckdose ab, solange der Liifter noch 
lauft. (Fiir Handler) 

Vorsicht 

Der Projektor ist mit Luftungsoffnungen 
(Einlass und Auslass) an der Vorderseite 
ausgestattet. Der Luftstrom durch diese 
Offnungen darr nicht blockiert oder durch in 
der Nahe abgestellte Gegenstande behindert 
werden, weil es sonst zu einem intemen 
Warmestau kommen kann, der eine 
Verschlechterung der Bildqualitat oder eine 
Beschaaigung des Projektors zur Folge 
haben kann. 


VorsichtsmaBnahmen 
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Zur Reinigung 

• Damit das Gehause immer wie neu 
aussieht, sollte es regelmaBig mit einem 
weichen Tuch gereinigt werden. 
Hartnackige Schmutzflecken konnen mit 
einem Tuch entfernt werden, das Sie leicht 
mit einer milden Reinigungslosung 
angefeuchtet haben. Verwenden Sie keine 
starken Losungsmittel, wie Verdlinner 
oder Benzin, und auch keine 
Scheuermittel, weil diese das Gehause 
angreifen. 

• Vermeiden Sie eine Berlihrung des 
Objektivs. Am Objektiv haftender Staub 
kann mit einem weichen, trockenen Tuch 
entfernt werden. Verwenden Sie kein 
feuchtes Tuch und auch keine 
Reinigungslosung oder Verdlinner. 

• Reinigen Sie den Filter in regelmaBigen 
Abstanden. 


Zum Verpacken 

• Bewahren Sie den Originalkarton und das 
Verpackungsmaterial gut auf flir den Fall, 
dass Sie das Gerat spater einmal 
transportieren miissen. Am besten 
geschiitzt ist das Gerat beim Transport, 
wenn Sie es wieder so verpacken, wie es 
geliefert wurde. 


Info zum LCD-Projektor 

• Der LCD-Projektor wurde unter Einsatz 
von Prazisionstechnologie hergestellt. Es 
kann jedoch sein, dass im Projektionsbild 
des LCD-Projektors standig winzige 
schwarze und/oder helle Punkte (rote, 
blaue oder grline) enthalten sind. Diese 
Punkte sind ein normales Ergebnis des 
Herstellungsprozesses und stellen kein 
Anzeichen fiir eine Funktionsstorung des 
Gerates dar. 

Fur Handler 

Bitte lesen Sie diese 
Sicherheitsbestimmungen und die in der 
CD-ROM enthaltene Installationsanleitung 
aufmerksam durch, um eine sichere 
Installation zu gewahrleisten. 


Zur Sicherheit 

• Vermeiden Sie die Benutzung eines 
Verlangerungskabels mit niedriger 
Spannungsgrenze, weil es einen 
Kurzschluss und Sachschaden 
verursachen kann. 

• Tragen Sie den Projektor nur am 
Tragegriff. Achten Sie darauf, dass Sie 
keine anderen Teile des Projektors, vor 
allem nicht das Objektiv, halten und sich 
nicht die Finger zwischen Griff, Boden 
und Projektor klemmen. 

• Klemmen Sie sich nicht die Finger 
zwischen dem Projektor und der 
Bodenflache, wenn Sie den auf den Boden 
gestellten Projektor bewegen. 

• Achten Sie darauf, dass Ihre Finger nicht 
vom Liifter erfasst werden. 

• Tragen Sie den Projektor nicht mit 
aufgesetztem Gehause und offener 
Abdeckung. 


Info zur Installation 

• Soil der Projektor an der Decke montiert 
werden, muss der Projektor-Deckenhalter 
PSS-620 von Sony fiir die Installation 
verwendet werden. 

• Achten Sie auf ausreichende Luftzufuhr, 
damit sich im Gerat kein Warmestau 
bildet. Stellen Sie das Gerat nicht auf 
Oberflachen, wie Teppichen oder Decken, 
oder in der Nahe von Materialien wie 
Gardinen und Wandbehangen auf, welche 
die Liiftungsoffnungen blockieren 
konnten. Halten Sie einen Abstand von 
mindestens 50 cm zwischen der Wand und 
dem Projektor ein. Bedenken Sie, dass die 
Zimmerwarme zur Decke steigt, und 
priifen Sie, dass die Temperatur in der 
Nahe der Installationsposition nicht zu 
hoch ist. 

• Installieren Sie den Projektor auf dem 
Boden oder an der Decke. Jede andere 
Installationsart verursacht 
Funktionsstorungen, wie 
Farbabweichungen oder Verklirzung der 
Lampenlebensdauer. 
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• Installieren Sie den Projektor nicht in der 
Nahe von Warmequellen, wie z.B. 
Heizkorpem oder Warmluftauslassen, 
oder an Orten, die direktem Sonnenlicht, 
starkem S taubniederschlag oder 
Feuchtigkeit, Vibrationen oder 
Erschiitterungen ausgesetzt sind. 

• Um Feuchtigkeitskondensation zu 
vermeiden, sollte das Gerat nicht an einem 
Ort installiert werden, der starken 
Temperaturschwankungen ausgesetzt ist. 

• Sorgen Sie bei Deckenmontage fiir eine 
einwandfreie Sicherung der 
Gehauseabdeckung. 


Hinweise zu 
Installation und 
Gebrauch 


Ungeeignete Installation 


Installieren Sie den Projektor nicht unter den 
folgenden Bedingungen. Eine Installation 
unter den folgenden Bedingungen kann 
F unktionsstorungen oder Beschadigung 

des Projektors zur Folge haben. 


Schlechte Ventilation 



• Achten Sie auf ausreichende Luftzufuhr, 
damit sich im Gerat kein Warmestau 
bildet. Stellen Sie das Gerat nicht auf 
Oberflachen, wie Teppichen oder Decken, 
oder in der Nahe von Materialien wie 
Gardinen und Wandbehangen auf, welche 
die Liiftungsoffnungen blockieren 
konnten. 

• Wenn es wegen einer Blockierung zu 
einem intemen Warmestau kommt, wird 


der Temperatursensor aktiviert und die 
Meldung ” Zu heiB! Birne aus in 1 Min. “ 
angezeigt. Der Projektor schaltet sich nach 
einer Minute automatisch aus. 

• Halten Sie einen Abstand von mindestens 
50 cm um den Projektor ein. 

• Achten Sie darauf, dass keine Partikel, wie 
Papierschnitzel, durch die 
Liiftungsoffnungen angesaugt werden. 


Hohe Warme und Feuchtigkeit 



• Vermeiden Sie die Installation des Gerates 
an einem sehr heiBen, kalten oder feuchten 
Ort. 

• Um Feuchtigkeitskondensation zu 
vermeiden, sollte das Gerat nicht an einem 
Ort installiert werden, der starken 
Temperaturschwankungen ausgesetzt ist. 


Direkte Einwirkung von kalter oder 
warmer し uft von einer Klimaanlage 



Die installation an einem solchen Ort kann 
zu einer Funktionsstorung des uerats 
fiihren, die durch Feuchtigkeitskondensation 
oder Temperaturanstieg verursacht wird. 


In der Nahe eines Warme- oder 
Rauchsensors 



Eine Fuructionsstorung des Sensors kann 
verursacht werden. 


Hinweise zu Installation und Gebrauch 
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Sehr staubiger Oder extrem 
rauchiger Ort 



Vermeiden Sie die Installation des Gerats in 
sehr staubiger oder extrem rauchiger 
Umgebung. Anderenfalls setzt sich der 
Luftfilter zu, was zu einer Funktionsstorung 
oder Beschadigung des Gerats flihren kann. 
Ein mit Staub zugesetzter Luftfilter kann 
einen Anstieg der intemen Temperatur des 
Gerats verursachen. Reinigen Sie den Filter 
regelmaBig. 


Benutzung in Hohenlagen 


Wenn Sie den Projektor in Hohenlagen iiber 
1.500 m benutzen, aktivieren Sie den 
,,H6henlagenmodus “ 

im Menu ANFANGSWERTE. Wild dieser 
Modus bei Verwendung des Projektors in 
Hohenlagen nicht aktiviert, kann dies 
negative Folgen haben, wie z.B. die 
Verschlechterung der Zuverlassigkeit 
bestimmter Komponenten. 

Hinweis zur Leinwand 

Wenn Sie eine Leinwand mit rauer 
Oberflache verwenden, konnen je nach dem 
Abstand zwischen der Leinwand und dem 
Projektor oder der ZoomvergroBerung 
manchmal Streifenmuster auf der Leinwand 
erscheinen. Dies ist keine Funktionsstorung 
des Projektors. 


Ungeeignete Bedingungen 


Benutzen Sie den Projektor nicht unter den 
folgenden Bedingungen. 


Den Projektor nicht hochkant auf 
eine Seite stellen. 



Vermeiden Sie den Betrieo in dieser 
Stellung, weil das Gerat umkippen kann. Es 
konnte zu einer Funktionsstorung kommen. 


Den Projektor nicht nach rechts 
oder links neigen. 



Vermeiden Sie den Betrieb des Gerates bei 
einer seitlichen Neigung von mehr als 20 
Grad. Verwenden Sie auBer Tisch- oder 
Deckeninstallation keine anderen 
Installationsarten. Es konnte sonst zu einer 
Funktionsstorung kommen. 


Nicht die Liiftungsoffnungen 
blockieren. 



Unterlassen Sie das Abdecken der 
Liiftungsoffnungen (Auslass/binlass), weil 
es sonst zu einem intemen Warmestau 
kommen kann. 


Kern Hindernis direkt vor dem 
Objektiv aufstellen. 

Stellen Sie keinen Gegenstand, der das Licht 
wahrend der Projektion blockiert, direkt vor 
das Objektiv. Die Warme des Lichts konnte 
aen Uegenstand bescnadigen. Drlicken Sie 
die Taste PIC MUTING an der 
Fembedienung, um das Bild abzuschalten. 
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Hinweis 


Wenn Sie eine Leinwand mit rauer Oberflache 
verwenden, konnen je nach dem Abstand 
zwischen der Leinwand und dem Projektor 
oder der ZoomvergroBerung manchmal 
Streifenmuster auf der Leinwand erscheinen. 
Dies ist keine Funktionsstorung des Projektors. 


Hinweise zu Installation und Gebrauch 
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AVVERTENZA 

Per ridurre il rischio di incendi o 
scosse elettriche, non esporre 
questo apparato alia pioggia o 
all’umidita. 

Per evitare il pericolo di scosse 
elettriche, non aprire I’apparecchio. 
Rivolgersi esclusivamente a 
personale qualificato. 

QUESTO APPARECCHIO DEVE 
ESSERE MESSO A TERRA. 


La presa di corrente dovrebbe essere 
installata vicino all’apparecchio e 
facilmente accessibile. 


ATTENZIONE 

PERICOLO DI ESPLOSIONE SE SI 
SOSTITUISCE LA PILA CON UNA DI 
TIPO DIVERSO. 

SMALTIRELE PILE US ATE SECONDO 
LEISTRUZIONI. 

Per la sicurezza 

Aver cura di montare il filtro dell’aria sul 
proiettore. 

AVVERTENZA 

1 Usare cavo di alimentazione (cavo di 
alimentazione di rete a tre conduttori) / 
connettore / spina dell’apparecchio con 
contatti di messa a terra a norma, 
conformi alle regolamentazioni di 
sicurezza applicabili del paese specific。. 

2 Usare cavo di alimentazione (cavo di rete 
a tre conduttori) / connettore / spina 
dell'apparecchio di valori nominali 
(tensione, corrente) adeguati. 

Per domande a proposito dell’uso del cavo di 
alimentazione / connettore / spina 
dell’apparecchio, rivolgersi a personale di 
assistenza qualificato. 


Per clienti in Europa 
AVVERTENZA 

Questo e un prodotto di classe A. In un 
ambiente domestic。，questo prodotto 
potrebbe causare interferenza radio, nel qual 
caso all’utilizzatore potrebbe essere 
richiesto di adottare opportuni 
provvedimenti. 

Il faboncante di questo prodotto e la Sony 
Corporation, 1-7-1 Konan, Minato-ku, 
Tokyo, 108-0075 Giappone. La 
rappresentanza autorizzata per EMC e la 
sicurezza dei prodotti e la Sony Deutschland 
GmbH, Hedelfinger Strasse 61, 70327 
Stoccarda, Germania. Per qualsiasi 
questione riguardante F assistenza ola 
garanzia, si prega di rivolgersi agli inainzzi 
riportati nei documenti sulF assistenza o 
sulla garanzia a parte. 

AVVERTENZA 

Questa unita non e dotata di interruttore di 
alimentazione. 

Nell’installare 1’umta, inserire nel cablaggio 
fisso un sezionatore facilmente accessibile, 
oppure collegare il cavo di alimentazione a 
una presa di rete vicina all’apparecchio e 
facilmente accessibile. 

Se dovesse verificarsi un guasto durante il 
funzionamento dell’apparecchio, agire sul 
sezionatore per scollegare 1’alimentazione, 
oppure scollegare il cavo di alimentazione. 
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Precauzioni 

Avvertime 门 to 

II manuale d’installazione compreso nel CD- 
ROM e destinato ai rivenditori. 

Se Finstallazione descritta in questo 
manuale viene effettuata dai clienti, 
potrebbe verificarsi un incidente, causando 
grave infortunio. Non effettuare mai 
Finstallazione personalmente. Per 
Finstallazione, rivolgersi a un rivenditore 
Sony. 


Sicurezza 

• Controllare che la tensione di esercizio 
dell 5 apparecchio sia identica alia tensione 
dell 5 alimentazione elettrica locale. Se e 
necessaria una regolazione di tensione, 
rivolgersi a personale Sony qualificato. 

• Se degli oggetti oliquidi dovessero cadere 
nell’apparecchio, scollegarlo e farlo 
controllare da personale qualificato Sony 
prima di utilizzarlo nuovamente. 

• Se non si intende utilizzare 1’apparecchio 
per diversi giorni, scollegarlo dalla presa 
di corrente. 

• Per scollegare il cavo, tirarlo per la spina. 
Non tirare mai il cavo. 

• La presa di rete deve essere vicina 

all 5 apparecchio e facilmente accessibile. 

• L’unita non e scollegata dalla sorgente di 
alimentazione c.a. finche e connessa a una 
presa a muro, anche se l’unita stessa e stata 
spenta. 

• Non guardare l’obiettivo mentre la 
lampada e accesa. 

• Non mettere la manoo degli oggetti vicino 
alle prese di ventilazione — Faria che ne 
fuoriesce e calda. 

• Nel regolare l’altezza del proiettore, 
prestare attenzione a non pizzicare le dita 
nel disposmvo di regolazione. Non 
spingere con forza sulla parte superiore del 
proiettore quando il dispositivo di 
regolazione e esteso. 


Illuminazione 

• Per ottenere Fimmagine migliore, la parte 
anteriore dello schermo non deve essere 
esposta air illuminazione o alia luce solare 
diretta. 

•Si consiglia l’uso di faretti a sospensione 
sul soffitto. Per evitare di diminuire il 
rapporto di contrast。，usare un 
coprilampada sulle lampade fluorescenti. 

• Coprire le finestre di fronte alio schermo 
con tende opache. 

• E preferibile installare il proiettore in una 
stanza in cui il pavimento e le pared non 
siano composti da materiali che riflettono 
la luce. In caso contrario, e consigliabile 
cambiare tappeti e tappezzeria in modo 
che siano di colore scuro. 


Prevenzione del surriscaldamento 
interno 

• Dopo aver spento1’alimentazione con il 
tasto I / (!) sul pannello di controllo o sul 
telecomando, non scollegare l’umta dalla 
presa a muro mentre la ventola di 
raffreddamento e ancora in funzione. 

• Non scollegare il cavo di alimentazione 
c.a. dalla presa a muro mentre la ventola 
sta ancora girando. (Per rivenditori) 

Attenzione 

Il proiettore e dotato di prese di ventilazione 
di aspirazione e di scarico nella parte 
anteriore. Non ostruire tali prese con oggetti, 
onde evitare il surriscaldamento interno, che 
potrebbe compromettere la qualita delle 
immagim o danneggiare il proiettore. 


Pulizia 

• Per mantenere nuove le parti esteme 
dell 5 apparecchio, pulirle periodicamente 
con un panno morbido. Rimuovere le 
macchie ostinate con un panno 
leggermente inumidito con una soluzione 
detergente leggera. Non usare mai solventi 
forti come diluente, benzene o detersivi 
abrasivi, onde evitare di danneggiare le 
parti esterne. 


Precauzioni 
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• Evitare di toccare Fobiettivo. Per 
rimuovere la polvere dall’obiettivo, usare 
un panno morbido e asciutto. Non usare 
panni inumiditi, soluzioni detergenti o 
diluente. 

• Pulire il filtro ad intervalli regolari. 


Imballaggio 

• Conservare la scatola e il materiale di 
imballaggio originale poiche potrebbero 
servire in caso di spostamento 
deir apparecchio. Per ottenere la massima 
protezione, imballare 1’apparecchio nello 
stesso modo in cui e stato imballato in 
fabbrica. 


Proiettore LCD 

• Il proiettore LCD e fabbricato con una 
tecnologia di alta precisione. Tuttavia sul 
proiettore LCD potrebbero apparire 
continuamente dei puntini neri e/o dei 
puntini luminosi (rossi, blu o verdi). Si 
tratta del risultato normale del processo di 
fabbricazione e non indica problemi di 
funzionamento. 


Per un’installazione sicura, leggere 
attentamente queste Normative di sicurezza 
e il Manuale d’installazione incluso sul CD- 
ROM. 


Sicurezza 

• Non usare un cavo di prolunga di tensione 
nominale inferiore che potrebbe causare 
corti circuiti e infortuni. 

• Per trasportare il proiettore, usare la 
maniglia apposita. Non afferrare altre parti 
del proiettore, in particolare l’obiettivo, n6 
pizzicare le dita fra la maniglia, il 
pavimento e il proiettore. 

• Nello spostare il proiettore installato sul 
pavimento, non pizzicare le dita fra l’unita 
e la superficie del pavimento. 

• Prestare attenzione a non incastrare le dita 
nella ventola di raffreddamento. 

• Non trasportare il proiettore con il mobile 
e il coperchio aperto. 


Informazioni sull’installazione 

• Quando il proiettore e montato sul soffitto, 
e necessario utilizzare per l’installazione il 
supporto di sospensione per proiettori 
Sony PSS-620. 

• Consentire un’adeguata circolazione 
dell’aria per evitare il surriscaldamento 
interno. Non mettere 1’apparecchio su 
superfici (tapped, coperte, ecc.) o vicino a 
materiali (tende, tendaggi) che potrebbero 
bloccare le prese di ventilazione. Lasciare 
uno spazio di almeno 50 cm fra la parete e 
il proiettore. Considerare che il calore del 
locale sale verso il soffitto; verificare che 
la temperatura vicino alia posizione di 
installazione non sia eccessiva. 

• Installare il proiettore sul pavimento o sul 
soffitto. Qualsiasi altra posizione di 
installazione causerebbe 
malfunzionamento, quale irregolarita dei 
colori o diminuzione della durata della 
lampada. 

• Non installare Funita in una posizione 
prossima a sorgenti di calore quali 
radiatori o condotti di aria, oppure in un 
luogo esposto alia luce solare diretta, a 
polvere o umidita eccessiva, vibrazione 
meccanica o urti. 

• Per evitare la formazione di condensa, non 
installare 1’apparecchio in un luogo in cui 
la temperatura puo salire rapidamente. 

• Fissare saldamente il coperchio dell’unit さ 
per una installazione sul soffitto sicura. 


Note sull’uso e 
sull’installazione 

Installazione impropria 

Non installare il proiettore nelle condizioni 
amoientali che seguono. Installazioni in tali 
conaizioni potrebbero causare un 
malfunzionamento o guasto del proiettore. 


IT 4 


Note sull’uso e sull’installazione 





Ventilazione insufficiente 



• Consentire un’adeguata circolazione 
dell’aria per evitare il suniscaldamento 
interno. Non mettere l’apparecchio su 
superfici (tappeti, coperte, ecc.) o vicino a 
materiali (tende, tendaggi) che potrebbero 
bloccare le prese di ventilazione. 

• Se l’ostmzione causa suniscaldamento 
interno, si attiva il sensore di temperatura 
e appanra il messaggio “Temp, alta! 
Lamp, off 1 min.’’. L’alimentazione viene 
disinserita automaticamente dopo un 
minuto. 

• Lasciare almeno 50 cm di spazio intomo 
airapparecchio. 

• Fare attenzione alle prese di ventilazione 
che potrebbero aspirare oggetti minuscoli 
come ad esempio un pezzo di carta. 


Calore e umidita eccessivi 



• Evitare di installare Fapparecchio in un 
luogo in cui la temperatura o F umidita e 
eccessiva ola temperatura e molto bassa. 

• Per evitare la formazione di condensa, non 
installare l’apparecchio in un luogo in cui 
la temperatura pud salire rapidamente. 


Esposto a un flusso diretto di aria 
fredda o calda da un 
condizionatore 



L’installazione in tale posizione potrebbe 
causare un malfunzionamento dell’unita a 
causa di condensazione dell’umidita o 
aumento della temperatura. 


In prossimita di un sensore di 
calore o di fumo 



Il sensore potrebbe non funzionare 
correttamente. 


In presenza di molta polvere o 
molto fumo 



Non installare l’apparecchio in un ambiente 
molto polveroso o fumoso. Diversamente il 
filtro dell’aria potrebbe intasarsi e causare 
un malfunzionamento o guasto 
delFapparecchio. L’aria potrebbe non 
passare attraverso il filtro a causa della 
polvere e provocare un aumento della 
temperatura interna dell 5 apparecchio. Pulire 
il filtro periodicamente. 


Uso a quote elevate 


Se il proiettore viene usato a una quota di 
1.50 0 m o superiore, attivare “Modo quota 
el.” nel menu IMPOST. 
INSTALLAZIONE. 


Note sull’uso e sull’installazione 


5 IT 




















Se non viene impostato questo modo, 
quando il proiettore e usato a quote elevate 
potrebbero verificarsi effetti negativi, quali 
la diminuzione dell’affidabilita di 
determinati componenti. 

Nota sullo schermo 

Se si utilizza uno schermo con una superficie 
non uniforme, talvolta potrebbero apparire 
sullo schermo delle righe in funzione della 
distanza fra lo schermo e il proiettore o 
dell 5 ingrandimento dello zoom. Non si tratta 
di un guasto del proiettore. 


Condizioni improprie 


Non usare il proiettore nelle seguenti 
condizioni. 


Non mettere I’unita verticale 
appoggiata su un lato. 



Evitare l’uso quando l’apparecchio si 
rovescia sullato. Cio puo compromettere il 
corretto funzionamento. 


Non inclinare I’unita a destra o a 
sinistra. 



Non usare l’unita inclinata piu di 20 gradi. 
Non installare l’unita in posizioni diverse 
dal pavimento o soffitto. Tali posizioni di 
installazione potrebbero causare dei 
problemi. 


Non ostruire le aperture di 
ventilazione. 



Evitare di coprire le prese di ventilazione 
(scarico/aspirazione), altrimenti si puo 
verificare il surriscaldamento intemo. 


Non mettere un ostacolo davanti 
all’obiettivo. 

Per non oscurare la luce durante la 
proiezione, non mettere alcun oggetto 
davanti all’obiettivo. Il calore dovuto alia 
luce potrebbe danneggiare 1’oggetto. Per 
disattivare l’immagine, usare il tasto PIC 
MUTING sul telecomando. 


Nota 


Se si utilizza uno schermo con una superficie 
non uniforme, talvolta potrebbero apparire 
sullo schermo delle righe in funzione della 
distanza fra lo schermo e il proiettore o 
dell’ingrandimento dello zoom. Non si tratta di 
un guasto del proiettore. 
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警告 


为了安全起见 

请务必为投影机安装空气滤网 


为減少火灾或电击危险，请勿让本 
设备受到雨淋或受潮。 

不要打开本机机売，以免遭受电 
击。除非是本公司指定的合格技术员， 
否则请勿进行维修。 

本装置务必接地。 

输出插座应安装于设备附近使用方 
便的地方。 


注意 

如果更换为不当类型的电池，有发 
生爆炸的危险。 

请根据使用说明书的指示处置用过 
的电池。 


敬生 

1请使用符合各个国家相应安全规则的 
认可电源线 （3 芯主电源线）/设备 
连接器/带有接地端点的插头。 

2请使用符合正确额定值（电压，电 
流）的电源线 （3 芯主电源线）/设 
备连接器/插头。 

如有关于使用上述电源线/设备连接器/ 
插头的问题，请向专业服务人员询问。 

趣出 

本机没有电源开关。 

安装本机时，请在固定配线中加设易于 
使用的断电设备；将电源线连接到电源 
插座时，该电源插座必须设置在本机附 
近且易于使用。 

如果在操作本机时发生故障，请操作断 
电设备将电源关闭，或拔下电源线。 

声明 

此为 A 级产品，在生活环境中，该产品 
可能会造成无线电干扰。在这种情況 
下，可能需要用户对其干扰采取切实可 
行的措施。 
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使用须知 


CD - ROM 中所含的安装手册是提供给经销 
商的。 

如果客户进行本手册所述的安装，可能 
会出现事故，造成严重伤害。绝不允许 
自己进行安装。安装时，请务必向 Sony 
公司的经销商咨询。 


安全须知 

• 请检查本机的工作电压是否与当地的 
供电电压一致。如果需要电压适配， 
请向 Sony 公司的专业技术人员咨询。 

• 万一有液体或固体落入机壳内，请拔 
下本机的电源插头，并请 Sony 公司专 
业技术人员检查后再使用。 

• 几天不使用本机时，请将本机的电源 
插头从墙上电源插座拔出。 

•拔电源线时，请手持插头将其拔出。 

切勿拉扯电线本身。 

• 墙上电源插座应安装于本机附近使用 
方便的地方。 

• 本机与墙上电源插座相连时，并未与 
交流电源断开，即使本机已关闭也是 
如此。 

• 投影灯点亮时，请勿直视透镜。 

• 不得将手或物体放置在通风孔附近- 
吹出的空气是热的。 

• 在调节投影机的高度时，请小心勿使 
调节器压住您的手指。请不要在调节 
器伸出的状态下用力按压投影机的顶 
部。 


照明须知 

• 为获得最佳图像，不可使屏幕正面暴 
露在直射光线或阳光之下。 

• 建议使用吊装聚光灯。请用灯罩遮住 
萤光灯以免对比度降低。 

• 用不透光的帷幕遮住面对屏幕的所有 
窗户。 

• 最好将投影机安装在地板和墙壁都不 
是反光材料制成的房间内。如果地板 
和墙壁是反光材料制成的，尽量将地 
板和壁纸的颜色改为暗色的。 


防止内部聚热须知 

• 在使用控制面板或遥控器上的 1/(1) 键关 
闭电源后，如果冷却扇仍然处于运行 
状态，不得将本机与墙上电源插座断 

• 如果冷却扇仍然处于运行状态，不得 
将交流电源与墙上电源插座断开。（致 
经销商） 

小心 

投影机的前面装备有通风孔（进气）和 
通风孔（排气）。请勿堵塞或将任何物 
品放在通风孔旁边，否则可能发生内部 
聚热，使图像质量下降或投影机受损。 


清洁须知 

• 为使机壳外观一往如新，请定期用软 
布清洁。顽固的污迹可用稍蘸中性洗 
涤剂的布擦除。切勿使用稀释剂、汽 
油或抛光剂等强性溶剂，否则会损坏 
机壳。 

• 请勿触摸透镜。请用柔软的干布擦除 
透镜上的灰尘。请勿使用湿布、洗涤 
剂或稀释剂。 

• 请定期清洁滤网。 


重新包装须知 

• 请保存原有的包装箱和包装材料，以 
便在运输设备时可随时使用。为尽量 
保护好机体，请用出厂时使用的包装 
箱重新包装本机。 


关于液晶显示投影机 

• 本 LCD 投影机采用高精密度技术制造。 
然而，可能会在 LCD 投影机的图像上 
持续显示微小的黑点和/或亮点（红 
色、蓝色或緑色）。这是制造过程中的 
正常结果而并非表明出现了故障。 


致经销商 

为了安全安装，请仔细阅读本安全规则 
和包含于 CD - ROM 中的安装手册。 


安全须知 

• 避免使用带低压限制的延长线，否则 
可能造成短路和人身事故。 

• 要搬运投影机，务必使用搬运把手。 
不要握持投影机的其他部分，尤其是 


使用须知 
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安装须知 

• 将投影机安装在天花板上吋，必须使 
用 Sony PSS -620 投影机悬挂支撑。 

• 保证通风良好以免内部热量聚积。请 
勿将本机放置在可能堵塞通风孔的 
(地毯、毛毯等）表面或（窗帘、帷 
幕等）物品附近。请在墙壁和投影机 
之间留出大于50 cm 的空间。房间热 
度升至天花板时应加以注意；检查安 
装位置附近的温度是否过高。 

• 将投影机安装在地板上或天花板上。 
安装在其他位置会造成故障，如颜色 
不规则或缩短投影灯寿命。 

• 不得将本机安装在靠近电暖炉或排气 
管等热源的位置，也不得放置于易受 
阳光直射、灰尘过多、潮湿、机械振 
动或冲击的位置。 

• 为避免湿气凝结，请勿将本机安装在 
温度可能迅速升高之处。 

• 当安装至天花板吋，务必牢牢固定箱 


有关安装和使用的注 
意事项 


• 保证通风良好以免内部热量聚积。请 
勿将本机放置在可能堵塞通风孔的 
(地毯、毛毯等）表面或（窗帘、帷 
幕等）物品附近。 

• 当由于障碍物堵塞通风孔而造成内部 
热量聚积时，温度传感器将会工作并 
显示“操作温度过高！将在1分钟之 
后关灯机。”信息。电源将在1分钟之 
后自动关闭。 

• 请在本机周围留出50 cm 以上的空间。 

• 小心通风孔可能会吸入微小物体，例 
如纸屑等。 



• 勿将本机安装在温度或湿度极高，或 
温度极低之处。 

• 为避免湿气凝结，请勿将本机安装在 
温度可能迅速升高之处。 


受空调的冷暖风直接吹拂的地方 



在这样的场所安装可能会由于湿气凝结 
或温度升高而导致本机故障。 


不当安装 


热源或烟雾传感器附近 


请不要在下列情況下安装投影机。 这样 

的安装可能会引起故障或损坏 投影机。 

通风不良 




可能会引起传感器的误动作。 

多尘、多烟雾的地方 



板不 搬 

地， 得 

、 at 。 〇 不 

手机间中， 

把影之扇时 

入投面却开 

卡的地冷打 

指上和入盖 

手板置卡箱 

将。地装指和 

要间于入手开 

不之装卡将打。 

也机安指免箱机 

，影动手避机影 

镜投移将心影投 

透和在要小投运 
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在高海拔地区使用 


当在海拔1500 m 以上的高度使用投影机 
时，请将安装设定菜单中的“高海拔高 
度模式”打开。当在高海抜地区使用投 
影机时，如果没有设定此模式，可能会 
产生不良的影响，诸如降低某些组件的 
可靠性。 


勿用物品盖住通风孔（排气/进气) 
否则，内部热量会聚积。 


请不要在镜头面前放置遮挡物品。 

请勿在投影期间在镜头面前放置可能会 
遮挡光线的物品。来自光线的热量可能 
会造成物品损坏。按遥控器上的 PIC 
MUTING 键消除图像。 

Ea 

当使用表面不平整的屏幕时，根据屏幕与 
投影机之间的距离或变焦放大倍数的不 
同，偶尔可能会在屏幕上出现条纹图案。 
这并非投影机的故障。 


不适环境 

请勿在下列情況下使用投影机。 

请不要将本机侧放。 



勿将本机在倒至一边的情況下使用。否 
则可能引起故障。 


请不要向右或向左倾斜本机。 



当本机倾斜超过20度吋，请勿使用。请 
勿将本机安装在地板或天花板以外之 
处。这些安装方式可能会导致发生故 
障。 


勿将本机安装在多尘或多烟雾的环境 
中。否则，空气滤网会被堵塞，并可能 
导致本机故障或损坏。灰尘会阻挡空气 
透过滤网，从而可能导致投影机内部温 
度升高。请定期清洁空气滤网。 


请不要堵塞通风孔。 



幕的图 
勝数纹 
据倍条 
根大现 
，放出 
时焦上。 
幕变幕障 
屏或屏故 

项的离在的 

事 整距会机 

意 平的能影 

注不间可投 

的 面之尔非 

幕 表机偶并 

屏用 影，这 

于使投同。 

关当与不案 


有关安装和使用的注意事项 


5 CS 




















